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結核初感染二就テ
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（Ｕ結核初感染症

最近結核感染及登病二開スル見解が漸次受化シ

テ来タ。昔時人類ハ少年期二於テ例外ナク一度

結核感染ヲ･綬、成年期二至りテ再ビ外界ヨリカ

叉ハ既二自己ノ膿内－アル菖病竃ヨリ感染シテ

茲二肺瘍が成立スルモノデアルト信ゼラl／、唯

欧米以外ノ新開國叉ハ未開、牛開國二於デノミ

成年ノ未感染者アリ、之が篤に茲ニハ初感染

二直二接績シラー急劇ナ経過サドル肺結核ガアル

ト信ゼラレタモノガ近来欧米二於テモ約牛散ハ

少年期二於テ結核感染ヲ受タズシテ成年期二人

リ、青年ノ初感染ハ欧米二於テモ少ナクナイ事

が漸次閲明セラレル様ニナツタ。今迄信ゼラレ

テ来タ様二少年期二皆結核ノ洗鐙ヲ受ケル事が

誤謬デアツタカ、或ハ昔時ハ是が事賓デアリ近。

年ニナツテ感染が減少シタカト云フニ恐ラクハ

雙方が事賓デアラウ。近年Ｊ=ヽナツテ特二欧米二

於テ感染ノ減少シテ来タ事八次ノ表ヲ見レバ判

第１回

第２同

第１表｢ツペノl／クリｙ｣反塵陽性率ノ年次的推移(Beaven氏報告ニョル)
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セルモノト、本邦及欧米二於テ賓地二検査シテ

報告サンタ曲線トヲ表ラ以テ示ス。之二依リテ

見ルト本邦二於ケル「ツベルクリン」陽性阜ト欧
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米諸家ノモノヲ比較スルう今日デ八本邦二於ケ

ルモノガ却テ欧米ヨリ多キ観ヲ呈スル。

第２表
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第３表

　

外國二於ケル｢クペルクリｙ｣反塵陽性率
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(D)初感染症ノ症状

　

(１)初感染症ノ自髪症状

結核初感染・'ヽ全然白髪症状ナクシテ経過フ、ル事

モアルガ多斂者二於テ自劈症状ラ起フヽモノデア

ル。然シ症状ハ多クハ全ク不定ノモノデ最モ多

仁ノハ感冒感、全身倦怠、熱感、登熱等デアヽ。

其ノ他腹痛、消化不良、時二貧血、萎黄病、脚

気様症状、叉ノヽ開節炎様症状ノアル事ガアル。

次二余等ノ外来患者280例二就や調査セル自提

症ヲ｀一括シテ示ス事ト⊃いレ。

　

第４表

　

外来ヲ訪レシ際ノ初感染症患者ノ主訴

　　　　　　　　

患者数280名

自　受　症　状　ノ　種　煩

１．頭痛、悠悠、感冒悠、疲嗜慾等　・142

Ⅱ．咳漱、喀痰、盗汗等 104

Ⅲ．胸痛、肩凝、瞑逍惑、睡眠障碍等 78

IV.胸痛、下痢、痘痕、食慾不振等 18

Ｖ．結節性紅斑 　　16(5.7愉

VI.「フリクテｙ， 13

VII.脚気様症状 〃
Ｊ

VⅢ.関節炎様症状 １

,白受症状ハ｢ツベルクリン｣反嘸陽韓ノ際叉ノヽソ

ノ前二来リ、叉ノヽソノ後二来ル事モアルガ、自

曼症状ナク経過スル･者ハ余等ノ調査二依レバ全

敷ノ約３分ノ１デアル。

　

(２)結節性紅斑及｢フリクテン｣

こ症状中特有ノ地位ニア･・モノハ｢フリ｡クテンー｣｣｡及

結節性紅斑デアル。一昨年リノ、ボンニ於ケル萬
← - =

-

789

ﾉヽナ４ト梧シテヰル。=コレナラバ余等ノ材料モ

同様デアル。余等ノ300例ノ初感染症二於テノヽ

19例（5．7％戸昨年ノ日本醤學會二報告セルモノ

16例ニ３例ラ加へ）ニ於テ結節性紅斑ヲ･見タ。

ソノ詳細ノヽ第５表ノ如クデアル。

　　　

第５表

　

結節性紅斑ヲ来セル患者

　結

　節
　性
　紅

　斑

t　　6

♀　13

初　　　感　　　染　t　la

初感染→溶出性肋膜炎　ぶ　ｇ

初感染→肺　恪　　　　.JIじ　１

Malmros及ビHedvallハ女子ニノミ］来ルト

云ツテ居ルガ此ノ事モ絹對ノモノデ・ヽナイガ女

子二於テケ男子ノ２倍屡々見ラレテ居ル。数ハ

約６％ノえデアルガ第５表二見ル如ク初感染二

近キ結核患者ノミニ来ルモノデアル。之二反シ

Scheel ・ヽ「フリクテン」ヲ初感染者229名中118

例ノ多散二見タト云フ、、余等ノ見タル30名ノ

「フリクテン」ハ第６表ノ如クデアル。

　　　

第６表「フリクテｙ」ヲ件ヘル患者

フ

リ

フ

テ

ソ

30

肺門腺腫脹　　　　　jlL　I

初感染13

肺門腺腫脹＋肺門周関宮　０
浸潤　　　　　　　　革　４

雙極性初感染病竃　　.JIL　？

初期浸潤　　　　　　　4-　1

早期型肺
結核　３

血行性早期型　　　　ぶ　？

浸潤性早期型’　　　　4-　ふ

晩期型肺
結核　11

血行性晩期型　　　　jlじ　１

　　　　　　　　　　　　　　ゃ犬1ぶ同性晩期型　　　　　土　２

｜　　　　浸潤性肺結核　　　　jじ　ふ

?友化万遍＼局セル浸潤ノ吸収セ含　ｏ

　゛ハiル痕跡アル,=ey　　　革　１

　　　　声肺尖二半八百脱化セ含　０

ｊ　　　　ノレンモン氏芯アルモノ革　１
　　　　ｊ　　‾‘｀‾‾‾‾‾‾‾

即チ之.ハ初感染ノモノーモ来ルガ、牛分ハ晩期

にりモノ千来ル故、初感染ノ診断ニ・ヽ用刊S

國結核病學會ニテ瑞典■ J Scheel等ハ229例中

‘212例二結節性紅斑ヲ･見タト報告シ、Sayeハ

ポルトガルニテ33例中６例ヲ見、Redekerﾊ
ｰ---一一-----一
鶏逸デハ稀有ナリト云ヒ、其ノ他ノ諸國ノ報告

者､ハ皆少イト云ツテ居ル．此ノ事､ハ不可思議二

見エルガ瑞典.ノＭａｌｍｒｏs及ビＨｅｄｖaIIノ'ヽ昨

年ソノ著書ニ151例ノ初感染患者中症状テ起シ

タ者47例デ其ノ中ニ９例(約６ガリ結節性紅斑

ヲ･見タト報告シ、是等ノ例ハ皆女性ニテScheel

ノ材料ハ女子ノミナルガ故二結節性紅斑多クシ

ヲ･人種的こｰｿヽカンデナヴィヤ牛島ニとが多トノデ

　　　　　

一一＝＝こ＝＝－＝ここ一一
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サナ４．

次二精密二観察セラレタ

結節性紅斑池1例テ示サ

ウ。

結節性紅斑例０.S．26な

醤師、昭和９年９月、赤

沈速度10粍、「ツベルク
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リン｣皮内反恵陰性デア

　

。

ツタガ、牛ヶ月後突然膝

開節附近デ脛骨前面二對

　

4e

側性二鮮紅色ノ結節ヲ･認

　

20
ノ'タ。賛疹ハ皮膚ヨリ僅

二隆起シ自賛痛アリ、結

　　

ｏ

節ハ１週間後一消失シ

タ。｢ツベルクリン｣反恚

25×25、Ｘ線像二両側肺

門淋巴腺腫脹シテ居タ

熊谷＝結核初感染二就テ

第７表

　

岡

　

○

　

己

　

26歳

　

舎

　　　　　

派

袖体町忿４咆･－j

が、２ヶ月後突然39.5度ノ冊熱ヲ来シ、肋膜

炎ト診断セラレタノデアル。

　

(３)初感染ノＸ線像

初感染ノ症状lヽシテ重要デアルモノハＸ線像デ

アル。コノ像ラ正シク讃ムニ最モヨ仁与法ハ感

染以前二撮影シタ寫具ト比較スル事デアル。初

感染ノ時ノ寫前ヽ、モ全ク受化ノナイ場合が相常

屡ノをアル。

次二肺野二一ツノ限局セル浸潤アリ、之二對息

フヽル肺門ノ淋巴腺ノ腫脹シテ所謂雙極性像叉ハ

｢ダンベル｣形像ヲ作ツテ居ル時ハ可ナリ特有デ

アル。此ノ肺野ノ浸潤ノミデ淋巴腺ノ腫脹が見

エナイ者、叉ノヽ淋巴腺腫脹ノレノ事等ガアル。

叉肺門ノ周関が唯涸濁フ、ル･-、過ギナイ事モア

ル。此ノ鮎等ハ感染前叉ハ治癒後ノ寫前ト比較

シテ始ノテ決定シ得ル場合が可成り多イ。

　

(４)初感染二於っレ赤沈速度

初感染症ヲ診断スルニ最モ重要ナ他畳的症状ノ

一ツハ赤沈速度ノ促進デアル。登熱ノナイ場合

ニモ既二促進シテヰペ

　

叉常初白受症状ガア

リ、赤沈速度二受化ノナ４モノガ｢ヽソベルクリ

ン｣反嘸陽性韓化ノ近クニ急二増加シ、次デ漸次

割χ 慨ｘ
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＝叉ペ

タモノガ陽性糖化ト共二急二正常ニナル事モア

ル。若年者デ赤沈速度ノ促進ノ原因ｆナス慢性

扁桃腺炎、慢性腎孟炎、副鼻腔蓄膿症、妊娠等

ナクシテ微熱等ノ症状アリ、赤沈速度が噌加シ

テ居レバ初感染ヲ疑ツテヨ４．此ノ赤沈速度二

　

第８表

　

健康者二於ケル赤血球沈降速度(男子)

　　　　　

(Westergren法、１時間値)
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第９表

　

健康者二於ケル赤血球沈降速度(女子ｯ

　　　　　

(Westergren yi.1時間値)
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就テハ正常値が年齢ニョツテ可成相違ガアル故

促進シテヰルカ否カハ標準値ト比較シナタレ“

ナ５ナイ。之ノヽ8,9表二依ルト便利デ７ル。

　

（勾初感染ノ「ツベルり」ン」反臆

結染感染ヲ謐明スルニ今日最モ確盲トセラレ･レ

ノノヽ「ツペ｀ルクリン」反座陰性力引場性二轄化プヽ

ル事デアル。力法モPirquet法力う種々受遷

シテ皮内反庖ニナツタ。最モ多ク用ヒラレルノ

ハ100倍、1000倍ノ篤「ツペ’･しクリベリ皮内二

注射シ々其ノ後二乗ル登赤、浸潤等ノ反嘸ヲ･見

テ陰陽子定八ルモノデアル。余ミレヽとヲ･基礎試

験トシテ100倍叉ハ1000供ノ蔭「ツ・らレクリ≒

溶液一卜y種々ノ患者べ1ﾐ射シテ２時間叉ハ３時間

行二貨赤が則定セシタテベノ如キ曲線テ得タ。

此ノ曲線ハ例列ヽノヽア｡･･｡が次ノ事り示シテヰル。

卸チ初感染ノ初ｙ卜’レルギー」ノ弱イ者程早ク

獲赤が起ツテ早々詐失ノ、ル。時ニハ12時間位

ニテ許失スル事ガアル。然シ弱イモノハ大抵48

時間以内二沁失スル。とヲ非特異性ノモノト見

ル几モアルガ對照吋ﾋ較シデ相違ガアリ、叉次

卵二俣イ型二移行フ､･し。俣ク反嘸フヽルモノノヽ時

間ト共二次第二彊クナリ、48時間り頂黙トーいレ

モノト72時間、叉ノ･ヽソレヨり瓦々頂鮎こ達フヽ

第10表「ツベルクリｙ」皮内反喉ノ時間的経過

μ

･４

　

２

い
‘
３

９６

･φ

ａ

　

‘
ｊ

4 , ｊ 4

　

6



792 熊谷=結 核初感染 二就 テ 【第17巻

ル モ ノ トガ アル。24時 間 陰 性 デ48時 間 又 ノ・72

時 間 後 二陽 性 ニ ナ ツ タ モ ノノ・ナ ィ。 陰 性 ヨ リ急

二強 陽 性 ニ ナ ル時 ノ・何 時 間後 一 見 テモ大 シ タ:影

響 ハ ナ イガ弱 ク轄 化 ス ル時 ハ注 意 ヲ要 スル。 殊

二「ツ〈ごル ク リ ン」反磨 ハ轄 化 ヲ'見ル ノが主 眼 ノ

ー デ ァル故12時 間 及 ビ24時 間後 一 見 ル ノテ可

トスル。f翁弱 クナ ツ タ リ弓量ク ナ ツ タ リスル攣 化

テ 見 ル ニ便 利 デ アル事 が一 利 貼 デ アル。12時 間

後 ノ・實 際 二當 ル ト夜 中等 ニ ナ ツ テ観 察 が 困 難 デ

アル カ ラ余 等 ノ・1000倍0.1,24時 間 ヲ 以 テ 測

ル テ常 ト シテ ヰ ル。 省 陰 性 ナvバ100倍0.1テ

試 ミル が 此 ノ成績 判 定 二就 テノ・術 研 究 ラ要 スル

事 ト思 フ。 「ツベ ル ク リ ン」反慮 ノ出 現 スル様 子

八極 メ テ徐h二 弱 ク轄 化 スル モ ノ、 中等 度 二強

ク車專化 スル モ ノ、 急 二・彊 ク車專化 ス ル モ ノ等 種:、々

アル ガ 、 一 旦 上 昇 シテ再 ビ張 クナ ル事1即 チ週

期 性 経 過 デ トル時 ノ・「チ フ ス」等 ノ熱 ノ曲 線 ト同

ジ デ アル。 唯 後 者 二於 テノ・12ケ 月 ニ テ 全 経 過

テ終 フル ガ、前 者 二於 テ ハ4,5年 テ要 ス ル ノL。

結 核 感 染 ノ経 過 中 二肋 膜 炎 又 ハ肺 結 核 等 が起 レ

バ短 時 間 ノ闇 弱 クナ ル テ 常 トスル。 「ツベ ル ク

リ ン」反 慮 ノ、皆 簡 輩 二陰 性 ヨ リ 陽 性 二 軸 ジ、 撒

第11表

10年 攣 化 ナ ク陽 性 二止 マ ル トー 般 二信 ぜ ラ レテ

居 ル ガ、 ソ ノ檬 二軍 純 ナ モ ノデノ・ナ イ。 臨躰:上

「ツベ ル ク リ ン」反 磨 が感 染 後 陽 性 二軸 化 スル時

期 ノ・古 來4週.間 ヨ リ6週 乃 至8週 間 二既 二軸 化

ス ル ト云 バ レル が實 際 患 者 二就 テ見 ル ト、 時 ニ

ノ・数 ケ月 或 ハ数 年 ラ・要 スル事 ガ ア リ、 又 一 旦 陽

性 トナ ツ タモ ノが陰 性 トナ リ、 叉 陽 性 トナ ツ タ

リ、 叉 陰 性 トナ リ切 りニ ナル事 ガ アル。 之 八 一・

般 二稀 有 ト考 ヘ ラ レル が余 等 ノ身邊 到 ル塵 ニ ア

ル。 次 二例 ヲ示 ス。

第1例

一 ♀20-23歳 女學生

昭和7年12月2日 、全 身倦怠感及 ビ微熱 ノ訴 ヘデ當

科外來 ヲ訪 レタ.榮 養 ノ・籐 リ良好 デナ ク、 赤沈速度

55粍 、 「ツベル ク リ}・」皮 内反応陰性、肺活量2279蛭

(一199の デ、胸 部v線 像 二攣化 ヲ認 メナ カツタ。初感

染症 ノ疑:ヒデ入 院 シタ ガ、 依然37.5-38.5度 ノ登熟

がア リ、 「ツベル ク リン」反応 イ・陰性 ヲ示 シタ。入院後

約9ケ 月ニテ 「ツベル ク リン」反応陽性(231粍)二 縛化

シタ。胸部v線 像 ニノ・全 ク攣化 ヲ認 メ ズ、 「ソ ベル ク

リソ」皮 内反応陽性縛化後5ケ 月頃 ヨ リ漸 ク 解熱 シ

テ來 タ.昭 和10年4月 ニモ「ツベル ク リン」反応陽性

デア ツタ.詳 細 ・・次 二表示 スル。

2ケ 年半 ノ皮 内反応蛇 二赤沈速度 ノ消長 ■■■ ■■ ♀20-23歳

1930年 滲 出性肋膜炎

月 日iX皿.・932}1・ ・9331皿 皿 IV V VI
[

v∬lv皿 IX

皮内反応 0
2×2

8×9
8x11

8×11

5×5

7x8

6×7
6 5×6 5×6 6×823

赤沈速度 36 55 5032 4123 29 23 19 2022 2131

補給反鷹 (一)(+) (+) (一)(一) (一) (十) (一 、 (柵) (一)

月 日 X XI X皿 1.1934 皿 皿 IV
}V}VI・ …VL・935

皮 内反 胞、 15 22×30 22×30 30 25×30 41×50 40×33
16×5

14×1312×15
1

9×9

赤沈速度
i

24 45 38 32 57 33 18282024 1 34

補結反磨1柵) (+十) (±) (一) (十) (十)9 (十)(柵)

第2例 一 ♀18-25實 験 補手

生來健康 、昭和7年5月 以來、當 内科實験補助 トシテ

勤 務、當時赤沈速度 正常 、「ツベル 〃 リソ」反応陰性 デ

ア ツタ。8年1月 コ リ全身倦 怠、微熱等 ノ白魔症状 ア

リ、其 ノ後赤沈速度著 シク促 進 シ、20-78粍 ノ間 ヲ

動 揺 シ、昭和9年1月 「ツベル 〃 リソ」反磨陽性(15×

10粍)二 軸:化 シ、 轄:化 後11ケ 月 一』ジテ左 側 胸 痛 ア リ、

試 験 穿 刺 ノ結 果 滲 出液 ヲ説 明 シ、 赤 沈 速 度83粍 、「ツ

ベル グ リ ソ」反 応12×13粍 デ ア ツ タ。 昭 和11年5月

ニ ハ「ツ ベ ル 〃 リソ」反 応再 ビ陰 性 」'ナリ、同年9月 初

旬 迄 常 二陰 性 ヲ持 続 シ、9月 末 再 ビ陽 性(23×23粍)

ユ轄 化 シ、 之 ト共 二全 身 倦 怠 、微 熱 等 ノ症 胱 全 ク消 失
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シタ。共 ノ後昭和13年4月 現在迄 同程度 ノ陽性 ヲ示 ヌ
ニ至 ツタ。詳細 八次 二表示 スルC

シテヰル。 左側肋膜炎後赤沈 速度 ノ・漸 次正常値 ヲ示

第:12表7ケ 年 間 ノ皮内反応蛇 二赤沈速度 ノ消長 一 ♀18-25歳

左側肋膜炎

↓

万 国V・ ・932iIXI・ ・9331VII ・・934 V Ix 1.1935

,

1.1936V

,

皮 内反 慮14琴415×518×916×5i15×10
「

12×12
112×12

10×12 9×9 3×3

赤 沈 速 度 一12・120i78118i34 15 83 30 14 20

万

度内反鷹
司IXI…93711・ ・9380.・939

23×23

赤沈速度 23 ド4歪2812騰20 1
13×20

16

第3例 ■■■■■20-22歳 女畢 生
「ツベル ク リン

J反 磨 ハ11月 半 二至 リ弱 陽性 トナ リ、

其 ノ後漸 次強陽性rナ ツタ=が、再 ビ弱陽性 トナ リ、霊

鑑13表3ケ 年 間 ノ皮 内反磨並 二赤沈速 度 ノ消長 ■■■■■.早

昭 和9年4月 下 旬 二 ・・陰性 トナ リ、 夏 雲昭 和10年1

月下 句 ニ ノ・陰 性 ナ ル モ、 赤 沈 速 度77粍 二促 進 シ、 胸

部X線 像 二右 肺 下 野 ニ 一過 性 ノ 限 局 性浸 潤 ヲ認 メ タ。

其 ノ後 依 然 「ツ ベル ク リ ン」反 磨 陰 性 、 赤 沈 速 度10-

15粍i胸 部X線 像 二異 常 ヲ認 メ ナ イ。

20-22歳 女畢 生

月 日111V・933116/V
114/XIl6/皿 ・934

231皿1271皿
【24!IV

30/1V
1935

30/1
1936

19/皿

皮 内反 鷹12×25×4 10×12 13×11

111×9

3×4 3×4 4×5

赤沈速 度}1417 7 124x30!32×4065 118113 10 20 77 13
:

■

月 日 12711V

織 矧6養5一 磯
:第14表 ■■■ ■

第4例 一20-26歳 畢生

昭和7年8月 初旬 ヨ リ全身倦 怠及 ビ微 熱 ア リ、同月22

日、 赤沈速度11粍 、 「ツベルク リン」反磨陰性、胸部

♂20-26歳 手}レセ

髄 月明22/V職 6/1X}・5/1X 25/1X 41Xi・3/Xl2・/X 5/X・ ・…181も33125/V

皮内反応 2 2×21516×7 8×8110×910 3×4L613

赤沈速度 11
i

12}27 9}1311
『 一一一

16}417.5

「 へ 「補給 反磨 、 (一) (一)1(一) ♂
li

ll (一)(一)
[

検査 月 日

皮内反騰

赤沈速度

補結反応

▽1 Vπ

3 4

・9/呵 ・2/皿15/V曲 ・/1X{・1/Xl・9/X{1・/XII23/Xπ

6

(一)

8.5

33×4

819

2×31×2

714

(一) (一) (一 う (一) (一)

2×32×3120×30125×25

1817118

(+) (C) …) (一)

検査 朋!14/1・ 副28/皿 3/V 13/IX 24/XIl5/醐 2711V
12・/Vl24/VII22/V皿

皮内反磨 15×20 35×30 3 3 1×212x3 4}8×9 5x71×2

赤沈速度 9 11 7 3 413.5
一_隻 」

(一)1

ユ0 32 9

補結反鷹 (一) (一) (一) (一) (_う け_) ,(一 う1 1一)

検査 月 日 21X
14/聖

361・1VII・ ・1VI
20!V∬ 28/V皿 12/xl8/1・ 訂

1
28/Ii・311V 13/V 10/VI 2/V皿

皮内反慮 1×2 0 2×3 0 0 0 0 1×2 0 0

赤沈速度 6 9 8 24 14 19 6 8 6 15 28 5 11

補結反鷹 (一) (一) (一) (一) 1(一) (一)一

X線 像二於 テ左側鎮:骨下部二限局性 ノ浸潤 ヲ認 メタが

牛月後 ノ9月6日 ニハ該浸潤 ハ全 ク消失 シタ。 共 ノ後

胸部X線 像 二・・毎 常異 常 ヲ認 メナ カツタが 「ツベルク 鎌 響羅講猟
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ア ル。 詳 細 ・・14表 二示 ス。

第5例 ♀19-23歳 商

昭 和7年10月6日 當 外 來 ヲ訪 レタ。 當 時 ノ主訴 ハ1

ケ 月來 全 身倦 怠 感 ア リ。約10日 前 朝37.5度 、夕38.5

度 ノ登 熟 ガ ア ツ タr云 フ。 爾 患 者 ハ疲 レ易 久 肩 凝 、

鎮痛、 咳欧 喀疾 、食慾不振等 ヲ訴_タ 。榮養 佳良、肺

ノ右側上部 二僅 少 ノ蝿音 ヲ聴 クモ、胸部X線 像 ・・全 ク

第15表

　 も し ノ

正 常 デ、Lツ ベ ル ク リ ン」反 慮 ・・陰 性 デ ア ツ タ。共 ノ後
ドロ 　

胸 部X線 像 二著 攣 ヲ認 メ ザル モ 、「ツ ベ ル ク リ ン」反 応

ハ昭 和8年1月 弱 陽性 トナ リ、同 年3月 二 ・・再 ビ陰 性

rナ リ、11刀 二至 リ再 ビ陽 性 トナ リ、 昭 和9年 ニ ノ・

殆 ソ ド陽 性 、 昭 和10年6月 二 至 リ再 ビ 陰 性1'ナ ッ

タ 。 詳細 ・・次 表 二示 ス如 ク デ ア ル。

4ケ 年間波 内反擶 赤沈速度ノ消長 ■ ■ ■ ♀19-23商
1

検 査月 日6/X132 211X 4!XIi171X皿
1

131～

331
6!皿 271皿 271皿 41V 21!VI 281VE 221V皿 29!XI 311X

皮内反旛 2 5 3×4 15×17i16×13
1

1×2
r

3×4 5×5 8×8 2×2 3×4 3×4

赤沈速度 22 20 19i20 15 13 14 12 5 6 20 11

補結反磨 (一) (一) (一) (一) (一) (+) (一) (一) (一)

検査 月 日 28/XI 1011!35 221皿 26/1V 81VI 171V∬ 9/XI 31VI!36

皮内反慮 18×18 38×40 4×6 10×9 10×10 3×4

赤沈速度 11 7 8 20 15 9 7 12

補結反慮 (一) (一)

第6例 ■12-20歳 畢 生

昭 和6年11月 、 當 時 小 學5年 生 、12歳 ノ本 人 ・・既 二

中墨 入 學 準備 ノ豫 習 が始 マ ツテ居 タ 所 二野 球 ノ選 手 ト

ナ ツテ大 二得 意 デ練 習 シテ居 タ.1ケ 月経 チ12月 末

ニ ナ ツタ頃 元 気 ナ ク館 宅 シテ ・・ゴ ロ ゴ ロ 寝 テ許 リ居

タ。 検 温 シテ 見 ル ト燈 温38度5分 ア リ、赤沈 速 度60

粍 「ツベ ル ク リ ン」皮 内 反 応 ハ○ ×○ デ ア ツタ.X線 像

ノ・唯 肺 門 ノ邊 が多 少 潤濁 シ テ居 タ。10日 位 デ 下熱 シ

タ が赤 沈 速 度 ・・中 々正 常 ニ ハナ ラ ナ カツ タ。昭 和7年

第16表

2月 ニ ナ ツテ赤 沈 速 度13粍rナ ツタ カ●、「ツ ベ ル ク リ
もロじ

ソ」皮 内反 応 ハ 陽性 ニ ナ ラ ズ3月 末 二 至 ツテ赤 沈 速 度

9粍rナ リ、 「ツ ベル ク リ ン」皮 内反 応10×10ト ナ ツ

タ。7月 ニ ノ・皮 内 反 応 ノ・再 ビ弱 ク5x5rナ リ、 昭 和

7年7月 ニ モp×5、 ,昭和9年3月 二至 リ20×20ト

ナ ツタ。 此 ノ頃 迄 ニ ノ・元 気 モ盤 リ 優 レナ カ ツタ が 此

ノ時 カ ラ非 常 二丈 夫 ニナ ツ タ.昭 和10年 二 ・・皮 内反

磨i.叉7×7ト ナ リ、14年3月 ニ ハ10×10ト ナ ツタ。

8年 間ノ皮内反応ト赤沈速度rノ 湾長 ■ 舎 12-20歳

欄

検査 月 日
21/X皿

!31 711・網23/1
1131π {23/皿

211V VII
13・1X

241X∬
221X皿

ノ33
21/皿

!34
221vm

!35
15/皿

ノ39

皮内反慮 0 0101
}10×10
・9 11

5×55×5 5x5 5×5 20×20 7×7 10×10

赤沈速度 59 28123[3
一

159 ,18 7 10 8 9

此 ノ様 ナ例 ハ多 クナ イr考 ヘル 人 モ アル が 詳 細 二検

査 スルr可 ナ リ多 イモ ノデ アル 。:文 献 二於 テ モ 「ツ ベ

ル ク リ ン」検 査 ヲ詳 細 二 行 ツタ記 録 ヲ見vバ 相 當 籔 二

屡 々記録 サvテ ヰル が、 之 二就 テ考 察 シ、如 何 ナ ル モ

ノデ ア ル カ ト説 明 シ タモ ノ・・ナ イ。 之 ノ・恐 ラ ク 非 常

二 軽 度 二 感 染 シタ モ ノデ アル ト 考 ヘ タ:方が 正 當 デ ア

ラ ウ皇縛 テ ノ傳 染 病 二於 テ病 原 菌 が髄 内 二人 ル時 、 其

ノ儘 健 康 ヲ少 シモ害 サ ナ イ 者 カ ラ 罹 患 シ テ 重 症 ニ ナ
」

ル 者 ト ノ間 二澤lllノ 段 階 が アル。結 核 病 二就 テ モ斯 ク

ア ル ベ キ デ アル 。B.Langeノ 如 ク常 二最 少 量 ノ結 核

菌 デ 登 病 ス ル ト・・考 ヘ ラvナ イ。 叉 最 少 景 ニ ヨル ト

ス ル モ身 饅 ノ 自然 抵 抗 が種 々 アル ベ キ デ ァル ヵラ結

核 菌 が入 ッ テモ 登 病 シナ イモ ノ、 叉 反 応 シテ 「ソ ベル

ク リソ」反 応 ヲ招 来 シテ モ僅 カ ノ間 二結 核 菌 ヲ死 滅 セ

シメ、 叉 ハ髄 外 二排 泄 セ ラ レテ、「ツ ベル ク リ ン」反 感

消失 ヌ ル モ ノ等 が澤 山 ア ル ベ キ筈 デ アル。結 核 病 室 ノ

看 護 婦 ナ ド4,5年 経 テ倫5-10%位 「ソ ベル 〃 リ ソ」反

磨 陰 性 ノモ ノが残 ッ テ居 ル が、細菌 が入 ラ ヌ トハ考 ヘ

ラvナ イ。 入 ツ テ モ 「ツ ベ ル 〃 リソ」反 応 ヲ 起 ス 程 二

傷 害 サ レ ヌ ト考 ヘル ノが妥 當 デ ア ラ ウ。

第1,2例 二肋 膜 炎 ヲ起 シテ 後 現 ノ・v「 ツ ベル ク リ ン」

反 騰 が時 ニ ハ消 失 シ、 第3、:第4例 等 デ ー過 性 ノ浸 潤
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ガ現 ノ・レテ 、ソ レニ一 致 シテ 「ツベ ル ク リノ」反 磨 が現

ノ・レタ事 ノ・非 特 異 性 ノ浸 潤 デ ナ クテ 特 異 性/モ ノ ーデ

ナ

完全 二治 癒 シタ ト考 ヘ ル ノ ヲ至 當 トス ル。

此 ノ考 へ が實 際 二安 當 デ ア ル謹 擦 二 ・・次 ノ例 ノ如

キ軽 度 ノ感 染 が治 癒 シテ 「ツベ ル ク リン」反 磨 モ 消 失

シ、 更 二感 染 シ共 ノ症 状 が初 感 染 症 ノ時 ト 全 〃 同 ジ

例 が アル ノデ明 カデ ア ル。

第1例 再 感染 例 一14-19歳 女 畢 生

昭 和7年11月 、 胸 部X線 像 二右 肺 中 野 二 限 局性 浸 潤

及 ビ南側 肺 門 淋 巴 腺 腫 脹 ヲ認 ノ、 赤 沈 速 度17粍 、「ツ

ベ ル ク リン」反 応 陰 性 デ ア ツタ。 翌年5月 二 ・・胸 部X

線 像 ノ陰影 ノ・著 シ〃吸 収 シタ が、 赤 沈 速 度25粍 トナ

リ、 「ツ ベ ル 〃 リソ」反 晦14×14二 縛 化 シr其 ノ後

「ツベ ル ク リ ・1反 晦 ・・同 年 秋 二 ・・13粍
、 昭 和9年 春

ニノ・7粍rナ リ、 同年 秋 二 ・・全 ク零 トナ リ、實 二2ケ

牛 後 ノ昭 和12年3月 ノ検 査 二於 テ モ 同様 陰 性 ヲ示 シ

タ。然 ル ニ其 ノ後9ケ 月 ニ シテ 右 側 胸 痛 ヲ 訴 ヘ テ外

来 ヲ訪 レタ際 二 ・・赤 沈 速 度44粍 、 「ツベ ル 〃 リノ一反

慮 ノ・再 ビ陽 性(25×25粍)ヲ 示 シ、 胸 部X線 像 ニ ハ右

側 肋 膜 炎 、左 側 肺 門 淋 巴腺 ノ著 明 ナ腫 脹 蛇 二左 側 肺 上

葉 及 ビ右 肺 尖 部 二斑 黒胡六二廣 イ陰影 ヲ認 メタ.

第2例 再 感 染 例 一12-16歳 小 畢 生

昭 和9年3月 末 、殊 二夜 間激 シ ク咳1漱 ヲ訴 ヘ テ常 外 来

ヲ訪 レタ.患 者 ・・榮 養佳 良 、 赤 沈 速 度24粍 、「ツベル

〃 リン」反 応20×15粍 、 補 膣 結 合 反 唯(一)、 胸 部X線

像 二右 肺 中 野 二猛 豆 大 ノ浸 潤 ヲ認 メ タ。其 ノ後 赤 沈 速

度 ・・5月 初 旬86粍 、 中旬 二 ・・58粍 、 下 旬 二 ・・20粍

トナ リ、6月 二 ・・10粍 トナ ツ タ。 翌年4月 二 八X線

像 陰 影 ・・殆 ン ド吸 収 シ、 ツベ ル 〃 リソ」皮 紐 モ陰 性 ト

ナ ツ タ。 然 ル ニ同 年11月 初 旬 二至 リ再 ビ 弱 陽 性 トナ

リ、 更 二12月 一 ノ・陰 性 トナ リJi召和13年3月 中旬38

度 ノ登 熟r共 二 赤 沈 速 度54粍 二 促 進 シ 「ツベ ル ク リ

ン」反 応35×48粍rナ リ,胸 部X線 像 二 ・・左 肺 門 淋 巴

腺 ノ著 明 ナ 腫 脹 ヲ來 シタ。

共 二第 一 次 ノ感 染 ニ ヨ リ 出 来 タ初 感 染 竈 が石 炭 化 シ

テ居 ル。斯 ノ如 キ モ ノ・・世 人 ノ考 ヘ ル 如 ク例 外 的 ノモ

ノデ ナ ク恐 ラ 〃相 當 数 二見 ラ レル デ ア ラ ウ.

我 等 が種 々 ノ團 膿 二 於 テ数 年 連 続 シ テ 集 團 検 査

ラ行 ツ タ庭 皆 全 員 ノ5-15%位 二 期 ノ如 キ モ ノ

が 見 出 サ レ タ。

(皿)團 罷 二 於 ケ ル 初 感 染 症 褒 生 状 況

小 學 校 ラ卒 ヘ テ肚 會特 二都 會 ニ テ團 禮 生 活 二 人

ル時 ハ急 速 二結 核 菌 ノ洗 禮 ラ受 ケ ル が今 三 團盟

二於 ケル初 感染 症 登 病 ノ歌 況 テ示 サ ウ。 宮 城 縣

男 子 師 範 生 徒、 東 北帝 國 大 學 醤 學 部 附 属 轡 院 看

護 婦 生徒 及 ビ第 一 高 等 女 學校 生徒 二於 ケル検 査

ニ テノ・、 感 染 ・・看 護 婦 生徒 最 モ多 ク52%、 磯 病

モ50%デ 大 デ アル ガ、 師 範 生徒 二於 テノ・10年

前 ハ 感染 ノ・頗 ル多 カ ツ タガ早 期 診 療 ノ結 果 非 常

二少 ナ ク ナ ツ タガ、登 病 ハ依 然 トシテ50%二 近

ク甚 グ大 デ アル。 之 ノ・共 二衛 生 状 態 が悪 イ爲 デ

ア ラウ。 女學 校 生徒 二於 テ ・・感 染 ノド 二者 ノ中 間

ニ ァル が登 病 ノ・26%即 チ両 者 ノ牛 分 デ アル 。之

二依 テ獲病 ト感 染 トノ・別 個 二考 ヘ ル 必 要 ガ アル

事 が判 ル。 弦 二面 白 イ事 ハ看 護 婦 二於 テノ・肋 膜

炎 ヨ リ肺 疹 へ移 行 スル事 が多 イ ノニ 反 シ、 女學

校 生徒 二於 テハ ソ レ が少 ナ イ事 デ アル。 之 二依

テ肋 膜 炎 ハ通 常 ノ傑 作 ノ下 ニ ノ・却 テ肺 結 核 ニ ナ

ル ノ弓防 止 スル が如 キ親 子呈 スル。 コ ノ事 二就

テノ・そ麦二・述 べ1ル。

第17表 東北 帝國大學 慶事部附属 讐

院看護婦・生徒50名 二於 ケルケ4年 間 ・

綴 織槍:査(1935年 入學)

ノ26名(52.0%)中{

初 感 染 症 ヨ リ更 二1

途 展 セル モ ノ1

　

入學後感染セルモ凝 議1二}肺 辮 戦 書蟹

、

ノ

/
0

0
/

1

0
δ

・

-

⊥

A
U

伽
∂

1.
二
=
ロ

3
(11.596)

叢 辮 蚕纏 雛 耀 薦 像所見
未感染 二終始 セルモ ノ
入學時既 二糞痴 シ居 レルモ ノ
皮 内反懸陰陽 ノ間 ヲ動 揺セ ルモ ノ

ク除ヲ}
名

名

名

Q
り
(b

ハb

第]8表 宮城縣 男子 師範學校 生徒75名 二於

ケル4ケ 年 間 ノ纐纈検 査(1934,1935年 入學)

入 筆 後感 染 セ ル モ ノ10名

(13.3%)中 初 感 染 症 ヨIl

更 二途 展 セル モ ノ

肋 膜 炎1
浸 潤 性 早 期 型4

計5
う0.0%)

機 影欝 欝 名(29・「肺辮 桟4～%)

慧 論 難 鍬_ノ 務}ヲ除〃
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第19表

　

宮城駆立第一高等女學校生徒225名二於ケル４ヶ年間ノ載績検査(1935年入學)

入學後感染セノl／モノ34名(15.1?ぶ

初感染症ヨリ更二建展セルモノ

Ｎ
Ｉ
ノ 中

入學時既感染X 60 名26.7?ぶ）中曇

病セノレモ’

肋

　　

膜

　　

炎
肋

　

腹

　

膜

　

炎
多螢性漿液膜炎
浸潤性早期型
肺

　　　　　

瘍

　

計

　　　

10

5
1
1
1
2

(26 3％）

肋

　　

膜

　　

炎
肺

　

尖

　

轄

　

移
再燃性肺尖結核
早期浸潤（？）
肺

　　　　　

瘍

計

↓

　

一

　

一

　
　

一

　
　

一

　
　
　

一

１
Ｃ
＼
ｉ
　
Ｔ
-
l
　
ｒ
Ｈ
　
ｒ
Ｈ

　　

6
(10.0％)

未感染二終始セルモノ

入學時既二晋病ン居レルモノ

肺尖轄移１

115

　

5

皮内反庶陰陽ノ間ヲ動捕セルモノ

　

11

　　　

来ル肺結核二就テ

初感染二惨出性肋膜炎が績稜スル事及ビ溶出性

肋膜炎ノ大多数が初感染二届スル所ナル事ハ周

知ノ事デアルガ、初感染ト診断サ1ノル者ノ中何

程ノ人員二肋膜炎テ起スカト云フニ其ノ５分ノ

１位ハ必ズ肋膜炎テ起ス。入院セシｊ安静ヲ守

ラシｙテモ屡。々起ス。若シ胸廓内ノ淋巴腺大イ

ニ腫脹シテ居リ、叉ハ初感染浸潤大1＝･披ガツテ

居り赤沈速度大二促進シテ居1ノバ牛年位ノ間

ニ、時ニハ１年後二肋膜炎ヲ･殆ド100％ニ起フヽ。

然ラデlノバ肺修二移行スル可能性が多イ。茲二

初診時初感染症ト診断セラレ其ノ後ノ経過中肋

膜炎ヲ･蔓生シタモノザ表示スル。

　　

第20表

　

初診時初感染症ト診晰ヅ其後ノ

　　　　　

経過中肋膜炎ヲ晋生セノ1／モノ

初感染症
肋膜炎ヲ

起セルモ

‘ツベノレクリｙ」
反塵陰性時肋膜

炎ヲ起セルモノ

入院患者 120 　33(27.5％) 　　6 (5.0ぢ)

外来患者 165 　　22(13.3が)
　13

(7.9％)

合　　計 285 　55ぐ19.3％）
　19

('6.7％)

惨出性肋膜炎患者が肋膜炎治癒後卯年間位ノ

間二其ノ３分ノ１叉ハ牛散ハ肺結核トナリｆ死

Ｆ
’
に
Ｌ
よヲ除ク

瘍
瘍

　

瘍

肺
肺

　

肺

↓
↓

　
　

↓

→肺

　

瘍

→肺

　

瘍

１
１

【第17巷

　　　

2

　　　

4

(10．5％)

１

(3

１

-

２

３‰

(IV)初感染二績登スル惨出性肋膜炎ソノ後二

　　

亡スル事八一般二信ゼラレテ居ル事賓デアル。

左二二、三ノ報;りト余等白身ノ経験トヲ示ス。

　　

第21表湿性肋膜炎ノ死亡率(諸家ノ報告)

報告
年度

著者及所脳 栽察期間 患者
数

死亡
者

死亡｀
率１

1920 今井(海　　軍) 1―11ヶ年 152 52 34.2

1926 出井(陸　　軍) ←11 4183 1085 25.9

1935 古瀬(大里内科) 1－10 191 69 36.1

1938 熊谷内科｛ 1―11
4－10

633
311

88
65

13.9
20.9

第収表湿性肋膜炎ノ遠隔成績

　　

昭和12年12月調査

年度 観察　益．期間總副 全快 快方 不縫
他臓

器結
核

悪化 死亡
死亡

率

昭和
２年

10ヶ
年

54 30 ５ ０ ０ ０ 19 35.2

３年 ９ 43 32 ２ ０ ２ ０ rlf　j 16.3

４年 ８ 41 29 ４ ０ ２ ０ ６ 14.6

５年 ７ 33 23 １ ０ ２ ０ ７ 21.2

６年 ６ 28 15 １ ０ ０ １ 11 39.3

７年 ５ 43 28 ５ ０ ２ ０ ８ 18.6

８年 ４ 69 54 ３ ０ ４ １ ７ 10.1

９年 ３ 75 45 13 １ ３ ５ ８ 10.7

10年 ２ 81 52 17 ５ ０ ３ ４ ４．９

11年 １ 91 47 29 ３ ３ ２ ７ ７．７

12年
１年

未満
75 20 27 18 ２ ４ ４ ５．３

總　徴
　％

630 　375
59.2

　107
16.9

27　　20
4.3 3.2

16
2.5

88
13.9

13.9
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爾後二詳シク述ベルガ初感染症ﾄ診断セラルヽ

患者二於テ喀痰中二半数位二少数ノ結核菌が培

養ニョツテ澄明セラレル初感染二属スル肋膜炎

二於テモ亦屡々澄明フ、ル事が出来ル。

797

今初感染二接槙シテ来タ惨出性肋膜炎ニテ喀痰

培養ヲ･行ピクル50例ノ陽性者及ビ陰性者ノ運、

命ト其ノＸ線像所見トテ表示スルコトヽノ､ル。

第23表

　

惨出性肋膜炎患者ノ喀痰ノ結核菌培養成績ト｢l／ｙトゲゾ｣所見及ビ慄後トノ開係

　　　　　　　　　　　　　　　　

(検査人負50名)

培

養

陽

性

肺門及具ノ周回混濁セルモノ
　 　 3

= ㎜ ㎜ ㎜ ¶ 　 = W 　 　 i - j 　 － ﾐ

　 　 ２

一疋ヽ嚢炎　　　　　　　　　１

肺門淋巴腺腫脹セルモ・ →肺尖絡移
一気管撒布　　　　　　　　　　　１

淋巴腺腫脹及初感染病竃アルモノ　　ｉ　４ →初感染恣拡大→吸収　　　　　　１

以上ノ他二気管播種肺尖轄移等アルモノ ８
一気管播種　　　　　　　　　　　１

→肺尖轄移及具他ノ部位ノ播種　　１
－肺尖轄移－２年後肺結核　　　　１

　　　　　　　計＿　_　　　‥　　　　＿

　肺門及ビ其ノ周回閣濁セルモノ

17じ31.0% ７

培

養

陰

性

11

肺門淋巴腺腫脹アルモノ 1‾　　　　　　一浸潤出現一吸収（喀痰鼓糞便培養）】
‘’）　　　　一肺尖特称　　　宍喀攻鼓糞便培養バ

淮巴腺腫脹及初感染病竃アルモ・ ５

２以上ノ他二気管播種肺尖轄移等アノレモノ

計 33(66.0%)　　　　　　　　　　　　　　　　２

總　　　　　　　　　　　計 50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

菌陽性者ダヽ賂束肺結核及ビ肺尖韓移其他ノ播種

等ヲ束シタガ陰性者カラハ１名二於テ浸潤出現

シ、叉１名一於テ肺尖韓移ｦ一束シタノミデア

ル。之ハ喀痰喀出ナキ患者ヲ糞便培養シテ陰性

ナモノデアルカラ、コノ鋭敏サハ喀痰培養ヨリ

逢二少ナイカラ之ハ少量ノ菌サ排出シテ居タカ

モ知レナイ。此ノ研究ハ僅力３年許リノモフデ

アルカラ詳細ナ遠隔成績ハ倚研究ノ上後日二譲

ルガ前述ノ遠隔成績二於ケル肋膜炎患者が後ﾆｰ

20－30％ニ於テ肺結核テ起シテ死亡ス7レ数ト

培養陽性率ト大箭二於テ一致フ、ル事が面白イ事

　

(Ｖ)初感染二於ケル結核菌ノ謐明

初感染ノ様ナ早イ時期叉ダヽ肺二受化ノ少ナイ時

期二喀痰二結核菌刊

フニ、鴇逸デ唯小見科m opitz卜云フ人が1937

年３例ノ７ヶ月ヨリ６改迄ノ小見二於テ動物試

験叉ハ培養ニテ澄明ｙタ1ヽノ報告ガアル。其ノ報

みサンタ病歴刊

ル。其ノ他二初感染ト云フ事々目標ニシテ研究

シタ人ハナイ。佛國y Cordier, Bezancon等

が肺ニＸ線上所見ナキ叉・ヽ所見ノ極ｙテ少キ患

者デ結核菌ヲ･澄明スルモノガアリ、之｡サ Por-

teurs valides. Porteurs sains　トカFormes

Pancibacillaires

　

トカ云フ名デ報告シテ居ルガ

多クハ肺結核ノ治癒シタ後ノ肺気腫叉ハ慢性気

管枝炎等ト考ヘテ初感染ノモノガアルトハ考ヘ

テ居ラナイ様デアル。

初丿余等ハ流血中カう結核菌？培養シテ結核感

砺ノ極初期時ニ「ツペ゛ルクリン」反嘸尚陰性ノ時

代ニモ流血中ヨリ澄明セラレルノ刊亀タ。第ﾚ24

表ニソノ成績尹示ス。

郎チ極ノ･テ初期二淋巴腺二限局シテ居ル時代＝ﾆこ

朕二澄明セラレ惨出性肋膜炎が出現フ、ル時ぺ
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第24表

　

結核性症患者ノ流血中結核菌

　　　　　　

ぐ1935年）

診　　　　噺 検査斂 陽性徽 陽性率

流

血

中

結

核

菌

初感染（肺門周園炎
叉.ﾊ正常Ｘ絵像）

41 ６ 14.6

血　行　撒　布 83 24 28.9

肋　　　膜　　　炎 132 ０ ０

肋　腹　膜　炎 50 ８ 16.0

浸潤性早期型 91 ０ ０

軽症及中等度重症肺
結核

338 ０ ０

重　症　肺　結　核 56 15 26.8

結核性腹膜炎 ２ 9

●W 100.0

泌　尿　器　結　核 20 ５ 25.0

圖　節　結　　核 ９　１　　１11.0

頚部及績高淋巴腺灸 10　　　1 10.0

總　　　　徹 832 i 62 7.45

屍
栽

血
中
結
核
菌

重　症　肺　結　核 ８ ６

結核性腹膜炎 ４ ９

Ｗ

肋　腹　膜　炎 ３　１　３

血　行　撒　布　症 ２　，　２

總　　　　斂 17　　13 76.5

明シ難クナリ、肺結核ノ末期二叉流血中こ出現

りレノヲ見テ、此ノ方法ヲ改良･､レバ賓地二意

用出来ルト考ヘテ種々改良テ加ヘテ居ルガ未グ

賞用二至ラナ４．コヽデ菌血症アレバ菌尿症ア

ルペ'シト考へ、之ラモ追求シタ。腎結核ナキ時

モ尿中二結核菌ノ出現ス・事殊二初感染ニモ可

ナリ厘カ出現フ、ル事が判ツタガ、之モ未グ賓用

　　

第25表

　

初感染期二於ケル流血、尿及ビ

　　　　　

喀痰中結核菌分離培養成績

材　　料 検査
入ａ

Ｘ　　線　　像 陽性斂ｦぶ

流血中

(熊谷・低
徊･小川)

41

所見ナキカ叉ハ唯
肺門閣濁jスルモ31
ノ

気管及気管枝琳10
巴腺腫脹

‰

　　1七６４Ｊ

尿　　中
(佐　藤)

25
肺門琳巴腺腫脹　７

磋化ナシ　　　18

a}8
32.0

喀痰中　19
ﾘﾔ狸・岡）

初感染浸潤　　　３

肺門琳巴腺腫脹　３
所見ナヅ　　　13

圧

2　　　　26.3

　　　　ｌ

喀痰中131
(岡・田村)レ

初感染浸潤　　　９
肺門琳巴腺腫脹　７
肺門周回炎　　　２
礎化ﾅｼﾂ､「ツベ

ルクリン」Km 13
陽性紡化者）

５｀
５

２

１

43
　　41.9

　　　　　　　

ｙ

【第17巻

迄二至ラナ４．

然ルニ道ハ近クニアリ、初感染患者喀痰中二結

核菌ノ存在が培養法ニョリテ容易二明カユサレ

ル事が判ツタ。次第こ成績モ曜賓トナリ、賓地

二慮用フ、ル事が出来ルト云フ確信が出来タ。次

二表こテ示ソヽ。

　　

第26表

　

喀痰中結核菌培養セル営内科外

　　

来及入院初感染症廓者（自昭和11年至同

　　

13年）總敷49名二於ケル成績

Ｘ線像ニョル分類 例　撒 陽性敷及･．

聳化ナキモノ１　３ ０

琳　巴　腺　腫　脹 12 ３

雙極性初感染竃 19 12

琳巴腺腫脹及周園炎 15 ９

合　　　　　　　計 49 24(48.97％)

初．･･ハ尿ヨリノ成績ノ方が優l／タ如キ観々呈シ

タガ、次第二喀痰培養が成績佳良1ヽナツタ。ソ

ノ方法ハ極メテ簡軍デアル。

検査方法ハ早朝咳楸ト共二喀出セラレタ喀痰ヲ

橡衣交附シ置イタ滅菌｢シャーレ｣ニ探取セシ

ノ'、先ヅ塗抹標本尹染色検鏡シ、次ニソノ２ＣＣ

ヲ･４％硫酸15cc中ニテ攬絆細碑シ、後遠心シテ

沈澄ヲ･第一一及ビ第二燐酸墜一味ノ素‐鶏卵培地

二塗抹シ孵竃ｊ

ノ抗酸性及ビ毒カヲ･検シタ沈漬ヲ３木ノ培地二

植ヱテ全培地ノ聚落５アレバ脇ノ如ク記述ス

ル。塗抹標本こテ極ｙテ少数二澄明シ得ル如キ

モノデ培養スレバ尚無数二聚落ヲ･得、１本ニ100

―150位ノ聚落テ得ルモノヨリ塗抹標本ニテ澄

明ジ得ル限界デアル。此ノ培地ノ製法ハ簡軍二

且頗ル廉價デアル。次二其ノ製法ヲ示ヴヽ。

　

1．

　

原液

　　　

第一燐酸加里

　　

５．０

　　　

第二燐酸曹達

　　

５．０

　　　

味ノ素

　　　　

10．0

　　　

蒸溜水

　　　　

100．0

り

●･-d●

100度ニ30分煮沸滅菌

　

原液

　　　　

・ 100．0

　

6.0cc「グリ

　

ノヽリ

　

ン」

２％「‾゛リヒヅトグリーンｌ 6cc
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卵液（全卵）

　　　　　

200.Occ

分注第１日85度40分、第２日80度40分、

第３日80度40分滅菌。

799･

外来及ビ入院初感染患者49例二於ケル培養成

績及其ノ菌陽性者ト菌陰性者ノ運命八次ノ表ニ・

示ソヽ。

第27表

　

営内科外来及入院(自昭和11年至13年)初感染症患者總倣49例二於ケル

　　　　　　　　　　　　

喀痰培養成績ト議後トノ関係

陽　　性　　者　　　ノ　　逐　　命 陰性者ノ温命

君

‾'肋膜炎　7‾'{疆騰貴　１

→肺尖轄移　３
→肺　　疼　5→　死　亡　２

‾゛吸収後　２
　再　燃

2　1‾゛肋膜炎　５５　→肋腹膜炎　１

危険ナル状態ヲ呈セルモノ 17(中肺蜷6　25ぢ，
１　，　　　　　　　　６

簡単二治癒セルモノ １ 15

人工気胸ニヨリ治癒セルモノ １ ０

短期栽察者 　　　　５

一一一
　　　　０
-

３

入　院　中 １

計　　　　　１　　　　　７ 19

自]チ全胎トシテ49例中24例郎チ48.9^ニ陽性

デアリ、後者カラ肺僣６例ヲ出シ、中２例｡ハ死

亡シテ居ルガ陰性者カうハ１例テモ出シテ居ラ

ナイ。

肋膜炎－ヽ菌培養陽性及ビ陰性雨群ヨリ夫々７例

及ビ５例ヲ出シテ居リ、喀痰二於タル菌ノ存在

ハ肋膜炎ノ登生ニハ開係ガナイ事が判ル。

茲二於ｊ･此ノ培養法二依ル喀痰検査り一團酸二

行ツテ見タ。此ノ學校生徒ハ毎年２同普通Ｘ線

像検査、｢ツベルクリン｣反座、赤沈速度測定等

々行ツテ開放性ノ結核患者ラ隔離シテ居ルノデ

開放性ノ患者ノ無イ筈ノ團醇デアル。此J 294

例二就キ１年間二亙リ４同ノ喀痰培養リ･行ツ

タ。此ノ成績ハ28表ノ如ク21例ノ培養陽性者

ヲ得タ。

此ノ培養成績lヽ「ツペ｀ルクリン｣皮内反座1ヽノ開

係尹見ルＪ＝｡294例中｢ツベルクリン｣反座が終始

陰性デアツタ136例カラダヽ１例モ陽性者ガナ

イ。｢ツベルクリン｣反慮が陰性カラ陽性二輯化

シタ19例中７例二結核菌培養陽性者ガア≒此

Ｘ線像テ見ルニ初感染浸潤2、肺門淋巴腺腫脹

2、肺門周園炎2、Ｘ線像正常ノモノ１デアル。

初ｊヨリ｢ツ・ヽごルクリン｣反座陽性ナル138例中

-･､ハ14例ノ菌陽性者ガアスタ。其ノＸ線像ハ肺

第28表

　

宮城難男子師範學校二於ケル

　　　　

喀痰中結核菌培養成績

検査
人員

’ッ　ペノレ

ク　リ　ｙ」
皮内反唯

培　養
陽性者

Ｘ　　線　　像 菌陽
性者

293

（一）136 ０

（十) 138
　Ｈ

･ﾐ10.1％ﾝ

所見ナキモノ116
肺門琳巴腺腫脹６
初感染浸潤　　６

肺尖結核　　　７
再燃性浸潤　　３

１例
４

３
３
３

(一)

　↓ぐ十)
19

　736.8頻）

所見ナキモノ　13
肺門淋巴腺腫脹２
肺門周回炎　　２
初感染浸潤　　２

１
２
２
２

門淋巴腺腫脹4、初感染浸潤3、肺尖結核３及

ビ再燃浸潤３デ’リ。此ノ中肺門淋巴腺腫脹４

及ビ初感染浸潤３ハ初感染症こ入ルベキモノデ

アル。之ニ｢ツペ≒ルクリ｣陽性者19例中７例卸

チ36.8ガトナル、而シう・陽韓者中Ｘ線像二髪化

ノアツタ６例ハ皆菌培養陽性デアル事ハ大二注

目二値'い・。宍コノ中多倣ノ聚落テ示シタ３例

中２例ハ後肺瘍-ヽナリ、１例ハ肋膜炎こ移行シ

タ。

之二依レバ喀痰中ノ結核菌培養ハ初感染ノ診ぼ

及ビ其ノ後後刊

ル。勿論之ハ尚方法ノ改良特二材料探取ヲ確官

こ-7､ル乍子で要yフ､ル

　

ノヘ勿a命テ犬”'しｏ

(VI)初感染ヨリ肺結核ヘノ逡腿
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第29表 宮城縣男 子師範學校 二於 ケル喀疾培養成績(検 査 人員293名)

(初感染者 中培養 陽性 者15名 二於 ケル培養 陽性同藪蛇 二聚落 籔 ト獲 病 トノ関係)

1

例
診 断1

隊

培 養 陽 性 同 釧 聚 落 数i
,、 }経 過

・回12回13同 4回
,(+)}州(剛(瑚

「レ ン トゲ ン」像 攣 化 ナ キ モ ノ 2:21010
__}一 一一 一

〇12]0}0!0 0

初感染浸潤症 5132…O
lI

〇 一111(1):2(2) 3肺 結核1死 亡

肺門淋巴腺腫脹 6131310
11

05010
il

1(1) 1肋 膜炎

肺門周国英 2 1i1
1-

Oloi2iO10 0 0

計 15 、916

__1

010i1011 13 4

(+)1-15 (十十)16-35 (曲

肺 結 核 ノ逡 展 二關 シテ本 講 演 ノ冒頭 二読 雲速 ペ

タル如 ク結 核 菌 二 感 染 セ ラ レ、 一 旦 治 癒 シ テ

「ア レル ギ ー」テ得 タ者 ガ、 第 二次 ノ内的 又 ノ・外

的 感 染 テ圭 トシ テ 肺 尖 二 受 ケ、 此 塵 ヨ リ始 マ

リ、 相 當長 年 月 ヲ要 シ テ次:第 二下 方 二櫨 ガ リ肺

結 核 ニ ナ ル ト設 ク所・ノ所 謂 薔 派 ト、 此 ノ第 二 次

.感染 ノ・圭 二鎖 骨 下 二來 リ、 早期 浸 潤 テ生 ジ、 之

が軟 化 崩 解 シ、 之 ヨ リ気 管播 種 ニ ヨ 咳急 激 二肺

疹 二移 行 スル ト唱 道 スル所 謂 新 派 トガ アル。 此

ノ新 派 ノBraeuning,Redeker等 及 ビ其 ノ他

欧 洲 ノ大 多数 ノ學 者 ハ 早 期 浸 潤 ヨ リ 出 登 スル

モ ノ以 外 二初 感染 二引綾 キ萢 ル所 謂Rankeノ

全 身傳 播 期 二起 ル血 行 撒 布 が一 旦 治 癒 シ、 其 ノ

跡 三稜 ス搬 痕 ヨ リ再 燃 シテ浸 潤 テ來 シ、 之 が出

畿 貼 トナ リテ肺 携 トナル 。 肋 膜 炎 ノ後 一乗 ル肺

結 核 ノ如 キモ ノノ・此 ノ定 型 的 ナモ ノデ アル。 初

感 、染 ヨ リ直接 肺 癌 テ起 スモ ノノ・寧 ロ小 見等 二例

外 的 ニ ノ ミ見 ラ レル ト云 ツ テ居 ル.近 頃Mal-

mros及 ビHedvallノ ・151例 ノ初 感 染 者 二 於

テ47例 二結 核 性 攣 化 テ見1其 ノ中14例 二肺 癌

二 移行 スル ラ見 タr此 ノ時 二肺 尖 即 チ鎖 骨 上 文

ハ第 一肋 間 二多 数 ノ小 ナ ル軟 キ陰 影 ヲ'生ジ、 之

が出登 熟 トナ リテ 肺 癌 一 進 展 シ來 ル ト、 之 テ

Subprim乞rerH:erd(亜 初 期 感染 竈)ト 名付 ケ タ.

之 ノ・血 行 性 二生 ズ ル カ ドウ カ分 ラ ナ イ ト云 ツテ

居 ル。 既 二述 べ タ如 ク、 初 感染 症 患 者 ニノ・喀 疾

中 二擾 々結 核 菌 が出現 シ、 此 ノ澄 明 セ ラ レル者

ガ、後 二肺 癌 ニ ナ ル ノ チ見 レバ、 此 ノ初 感 染 竈

ヨ リ氣管 中 二排 出 サ しル結 核 菌 ガ、 肺 ノ他 ノ健

36-100(冊)100→ 括 弧 内 八雲 病 数

　

康 ナ場 所 二新 シキ病 竃 テ ツ ク リ、次 第 二所 謂 管

内 性 二憤 ガ リ、 逡 二肺 癌 ラ生 ズ ル ト考 ヘ ル ノハ

最 モ無 理 ガ ナ イ ト思 ノ・しル。

我 国 ノ肺 結 核 ノ動 キノ・一 般 的 二云 ヘ バ欧 米 ノ記

載 ヨ リ其 ノ「テ ンメコ が鹸 程 迅 速 ノ様 デ アル。 患

者 ニノ・不 幸 デ アル ガ コ ノ「テ ンポ」ノ迅 速 ナル事

ノ・余 等 ニ トツ テ肺 結核 ノ逡 展 スル有 様 テ研 究 ス

ル ニ、 最 モ便 利 デ アル 。 今 此 ノ隻 極 性 テ示 ス病

竃 ノ初 感 染 浸 潤 叉 ハ淋 巴 腺 腫 ヨ リ登 生 スル肺 結

核 ラ ソ ノ途 展 スル 方 法 二依 リ テ大 別 スル ニ、

(1)初 感 染 浸 潤 自身 が 直接 二浸 潤 性 二籏 大 スル

モ ノ

Malmros等 ノ・初 感 染 竈 ヨ リ直接 二 肺 癌 が 出来

ル事 ノ・非 常 二稀 有 デ、.唯1例 ヲ経 験 シ歩 一 ス ギ

ナ イ ト云 ツテ居 ル ガ、 余 等 ノ・之 テ多数 経 験 シテ

居 ル。 次 二實 例 テ以 テ示 ス コ ト ・スル。

第1例 一13一 一18歳

1934年4月 、微熱 ノ症状 ア リ、赤沈1時 間62粍 、v

線 像右側肺門 ノ淋 巴腺 多少腫脹 シテ居 ル。 同年10月

二至 リ右側滲 出性胸 膜炎 ヲ起 ンタ。之 ヲ穿刺、滲 出液

ヲ排 出 シ、 此 ノ滲 出液 カラ結核菌 ヲ培養 シタ後11月

15日 、v線 窩 眞 ヲ撮 影 シタr之 ニ ヨル ト右肺下野 二

小 ナル浸潤 ト淋 巴腺 ト墾 極性 トナ ツテ居 ル。 「ツベル

ク リン」反 磨20×20粍 、赤沈 速度57粍 、安静 臥休 ノ

結果下熱 シ赤沈速 度 モ 少 クナツテ 來 タガ、1935年

6月 二初潮 出現スル ト共 二初感染浸潤 モ振大 シ、多少

ノ登熟 ヲ來 シ、 赤沈 速度モ多 クナッタ.「 ツベル クリ

ン」反磨i25×20粍 赤沈速度70粍 氣胸 ニ ヨ リ一時軽快

スル如 ク見 エタが1936年1月 ニノ・喀疾 中結核菌培養

陽性 トナ リ、爾來一進…退、喀疾培養 ハ:或・・陰性 トナ



第9號 】 熊谷冨結 核初感染 二就 テ 801

リ或 ・・陽性 トナ1J、1936年10月 ニ ノ・一 時 喀:疾 二塗 抹

標 本 ニ テ菌 陽 性 トナ ツ タ。叉 浸 潤 モ搬 ガ リ小 軟 化 モ現

ノ・レ タ。 赤沈 速 度10粍 結 核 菌(冊) 。 共 ノ後 一進 一退

病 竃 ノ・或 ノ・振 大 域 ・・縮 小 シタ が、1938年6月 ニ ハ微

量 ノ喀 血 ヲ シ タ。 浸 潤 モ少 シ ク振 大 シ テ 小 軟 化 竈 モ

現 ・・レ・タ。 「ツベ ル ク ・1ソ」反 慮45×50粍 喀:庚 申結 核

菌 少 数 赤沈 速 度38粍 此 ノ有 様 デ 今 日迄 績 イテ居

ル。 中途 二此 ノ患 者 ノ如 キ ヲ見vバ 此 ノ浸 潤 ・・何 ヨ

リ來 ル カ不 明 デ アル が初 ヨ リノ経 過 ヲ 見 レ'バ此 ノ浸

潤 自身 初 感 染 竈 ナ ル事 バー 目瞭 然 デ アル 。次 ノ如 キモ

ノモ同 様 ノ経 過 ヲ ト ツタ モ ノデ アル 。

第2例S・T畢 生23-30歳

1930年11月22日 ノX線 像 ヲ見 ル ト右 側 ノ副 気 管

淋 巴腺 腫 脹 シ居 ル外 殆 ド 正 常 ナ ル モ、1931年 ノX線

爲 眞 ノ・右 側 下 肺 野 二栗 太 浸 潤 が ア リ、其 ノ中央 が軟 化

シテ居 ル。 赤 沈 速 度30粍 、皮 内 反 応20×20粍 。 ソ ノ

後 浸 潤 ・・全 ク吸 収 シテ 痕 跡 ・・ナ ク ナ ツタ カv、1934年

少 量 ノ喀 血 ア リ、 浸 潤 出現 シタ カ●、 後 吸 牧 シ、1938年

2同 喀 血 シ歩 歩 メ來 訪 シタ。 「ツ ベル ク リン」反 応23

x20粍 、赤 沈 速 度21粍.病 竃 ノ・少 シク振 大 シテ二二、三

ノ軟 化 が現 ハ レテ居 ル。 喀 疾 培養 陽 性 デ ア ソ タ が氣

胸 二依 リテ吸 攻 シ、6月20日 、 赤 沈 速 度8粍 「ツベ

ル ク11ソ 」反 鷹90×70粍 トナ リ浸 潤 モ 吸 牧 シテ見 ラ

レナ イ。

(2)肺 門 淋 巴 腺 ヨ リ直 接 周 囲 二 接 緬 シテ 櫨 大 シ

テ來 ル モ ノ

第1例19-21歳 農 家 ノ娠

1937年3月 初 旬 、 感 冒 二 冒 サv背 、胸 部 二鈍 痛 ア リ、

ソvヨ リ時 ニ ノ・盗 汗 、 咳 漱 、 全 身 倦 怠 、 不 眠 、下 痢 及

ビ微熱 ア リ、4月6日 二入 院 シ タ。3月27日 「ツベル

ク リン」皮 内反 感45×20粍 、 赤 沈 速 度108粍V:線 寓

眞左 二副 氣 管 淋 巴腺 が牛 圓形 二 腫 脹 シ テ 居 ル 。11月

14日 「ソ ベル ク リソ」皮 内反 鷹35x40粍 、赤 沈 速 度35

粍 、副 氣 管 淋 巴腺 が下 部 左 方 二向 ツ テ肺 野 中 二浸 入 シ

テ來 タ。 翌 年6月 ノーと:線寓 眞 二 陰 影 バ ー 層 振 大 シテ

居 り喀 疾:培養 ・・陽性 トナ ソ タ。1938年10月9日 三 八

「ツベ ル ク リン」皮 内反 応25×22粍
、 赤 沈 速 度65粍 、

v線 窮 民 ノ陰 影 ・・一 層 振 大 シテ 左 側 胸 廓 縁 二 達 シテ

居 ル。 喀 疾 中僅 カニ 塗 抹 標 本 デ結 核 菌 ヲ 見 出 ス 事 が

出來 ル。 此 慮 二於 テ人 工 氣胸 ヲ シ タ所 、浸 潤 ハ吸 敢 シ

テ硬 化 性 ノ、・モ ノrナ リ、 淋 巴腺 モ小 トナ リ1939年6

月5日 赤 沈 速 度26粍 、「ツベ ノしグ ・1ソ」皮 内反 鷹37×

35粍rナ ソ タ。 喀 褒 中 ノ結 核 菌 ・・唯 時 々培 養 ニ テ詮

明 出來 ル ノ ミデ ァ ル。

斯 ク ノ如 ク:左側 ノ副 気 管 淋 巴 腺 ノ腫 脹 ヨ け次 第 二肺

二進 行 ヌ ル モ ノハ屡 々見 ノ1所 デ ア ノレ。然 シ此 ノ如 キ場

合 、 果 シ テ淋 巴腺 自身 カ ラ 淋 巴道 ニ ゴ リテ 接 続 シ テ

來 タ モ ノ カ、叉 ・・其 ノ近 ク ニ アル 肺 内 ノ初 感 染 竈 ヨ リ

振 大 シタ モ ノ カ不 明 デ アル が、何 レニ シテ モ初 感 染 二

團 ス ル モ ノデ アル事 ハ確 カ デ アル 。次 ノ例 ノ如 キ ・・之

ヲ如 實 二示 シテ居 ル。

第2例 一14一 ・19歳 女 畢 生

昭和7年4月 、某 女學校 二 人學 シタ。 當時赤沈速度

10粍 、 「ツベル ク リン」反応陰性 デ、 胸部L:線 像 モ 全

ク正 常 デアソ タ。

昭和9年4月 、感 冒二罹 リ其 ノ後約1ケ 月下痢、腹部

魅迫感、喀褒 ア リトテ外來 ヲ訪 レタ。患者 ハ榮養不良

デ、赤沈速度33粍 、 「ツベル ク リン」反晦陽性 二轄化

ヅ30×35粍 ヲ示 シ、胸部v線 像 二於 テ左肺 中野 二榛

實大 ノ陰影 ア リ、肺 門淋巴腺 ・・著明 二腫脹 シテ居 タ。

7月 中旬 二・・左肺後下部 二濁音 ア リ。 呼吸音消失 シ、

試験穿刺 ノ結果黄色透 明 ノ滲 出液 ヲ得 タ.依 ツテ入院

観察 シタルニ肺 ノ陰影 ・・左 肺門部 カ ラ 次第 二肺尖部

二振 ガ リ、11月 ニハ左腕全部 二 及 プニ至 ツタ。結核

菌培養 ニテ陽性、人 工気胸 ヲ施 行 シタn然 ル ニ 陰影

ハ漸次吸収 セ ラv、1年 後 ニノ・左肺 上野 二 僅 カニ硬

化性 ノ陰影 ヲ認 ムルニ至 リ、 赤沈速度 モ 漸次正常 二

復 シ、2年 後 二・・全 ク 正 常 トナ ツタ.獲 病3年 後 ノ

昭和12年4月 以來全 ク治癒 シテ登校 シテ居ル。

其 ノ他肺門 ニアル結 核二宮 サレタ淋巴腺 が軟化 シ、破

レ・テ氣管 二人 リ振 がル如 キ像 ヲ呈スル事 ガアル。此 ・

時 モ淋 巴腺 ヨ リ直接周国 ノ肺組織 二 浸潤性 二披 がル

事 モアル。初感染浸 潤 ヨ リモ ソノ周圏 二浸潤性 二接続

シテ振大 スルモ ノ ト軟化崩解 シテ 共 ノ周園 二 限 局 シ

テ然 シ散 在性 二 氣管播種 ヲソクル モ ノrニ ッ ノ場合

ガアル。

.(3)初 感染 能 文 ノ・淋 巴 腺 ヨ リ其 ノ病 竃 自身 が籏

大 スル ノ ミナ ラ ズ轄 彩 雲 ヨ リテ一個 所 又 ハ数 ケ

所 二殆 ン ド同 時 二浸 潤 ラ 生 ジ テ肺 癌 トナ ル モ ノ

第1例 一22-23歳 會社 員妻

昭和11年2月 、右側胸痛及 ビ肩凝 ヲ訴 ヘテ外來 ヲ

訪 レタ。 當時胸部 主線豫 ・・全 ク正常 デ、 「ツベル ワリ

ソ」反磨陰性、赤沈速度110粍 ヲ示 シヌ。 切感染症 ト

シテ約1ケ 月間 外来治療 ヲ受 ケタ。然 ルニ6月 初旬感
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熊 谷=結 核初感染 二就 テ 【第17巻「ガ '.・

冒二罹 リ殊=二軸四肢 ノ關節痛 ヲ訴 ヘ テ 再 ビ 外來 ヲ訪

レタ.當 時赤沈速度129粍 、「ツベル ク リン」反 応 ハ陽

性 二縛化 シ20×20粍rナ ッタ カJ胸 部」∠線像 二 ・・異

常 ヲ認 メナ カッタ。9月 中旬突然40度 迄登熟 シ、 赤

沈速 度30粍rナ リ、胸部v線 像 二・・左 肺上部 二浸潤

性陰影現 ノ・レ・、 中二櫻實大 ノ軟化部 ヲ認 メタ。更 二10

月 二・・右肺 門部 近 クニモ中二 胡桃大 ノ空洞 ノアル陰

影 が現 ・・レタ.喀 疾 中結核菌 陽性rナ ツタ。依 ツテ入

院後人 工氣 胸術 ヲ施行 シタガ、 短期間 二 急性 二 培 悪

シ、偉 力1年 ノ間 二不幸 ノ轄 蹄 ヲ取ル ニ至 ツタ。

是 等 ノ気 管 枝 播 種 ニ ヨ リ朝 影 スル ノァ向 ニ ノ・一 定

ノ規 則 ガ アル。 即 チ次 ノ模 型 圖 二示 ス如 キ方 向

テ トル。

氣管枝 播種 ノ振 ガ リ:方ノ模型 圖

1層
,'、 、

各 型 ヲ實例 ニ テ示 セ バ次 ノ如 ク テ アル。

1
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策5例(2)一:第5例(1)一

昭和12年11月1日 昭和7年6月1日

是 等 ハ皆 朱 感 染 者 二登 生 シタモ ノデ アル ガ、 画

龍 検 査 二於 テ ノ・石 灰 化 ガ ア リ、 又 ノ・既 二 「ツベ

ル ク リ ン」反 応 陽 性 デ ー 度結 核 テ経 過 シタモ ノ

カ ラハ藷 病 竃 或 ノ・其 ノ附近 カ ラ浸 潤 テ現 ノ・シテ

來 タ モ ノモ アル 。併 シ之 ノ・多 クノ・良 性 デ、 少 シ

安 静 ニ ス ル ト割 合 二早 ク吸 敢:シ、 余 等 ノ観 察 中

二肺 癌 二 獲 展 シタ モ ノハ 僅 カ ニ3例 二 過 ギ ナ

イ。 併 シ是 等 ヲ再 感 染 トス レバ再 感 染 肺 癌 ノ・本

邦 デ ・・非常 二少 ナ イモ ノ デ アル。 此 ノ類 二属 人

ル モ ノノ・相 當 ノ数 二上 ル ガ、 多 クノ・肺 結 核 ニ ナ

ツテ カ ラ始 メテ求 診 シ來 ル モ ノデ アル。 即 チ全

然 既 往 症 ナ ク シテ初 メテ肺 結 核 ニ ナ ツ タ様 ナ患

者 デ新 シ イ浸 潤 ト共 二石灰 化 シタ落 イ病 竃 アル

患 者 ノ・可 成 リ多数 アル ガ、 是等 ノ・患 者 ノ生 活 二

河 力無 理 ノアル 時 二叢 生 スル ノデ ア ラウ。 或 ノ・

自魔 症 ナ ク病 ノ・初 感 染 カ ラ連続 シテ居 り ツ ・一

部 石灰 化 シタ モ ノ トモ考 ヘ ラ レル。 併 シ再 燃 シ
ぜ ヤコ

タ當 初 二於 テ適 當 ノ虜 置 テ トル時 ハ肺 癌 二移 行

スル 事 ノ・非 常 二少 イモ ノ デ アル。

(4)肺 門 ノ淋 巴腺 カ ラカ 又 ノ・初 感 染 浸 潤 何vカ
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ヨリ氣管内播種ニヨリ遠方二散在性二篠 ガレル

モ ノ

(A)(a)沢 登 性 二散 在 シ テ 來 ル モ ノ、 其 ノ最 モ

急 激 二且 ツ重 症 ナモ ノハ 雨 肺 一 面 二小 陰 影 ア リ

テ一 寸 粟 粒 結 核 ノ如 ク見 エ ル モ ノデ、大 抵1年 、

時 三 八半 年 位 ノ間 二死 亡 ス ル。 衛 生 状 態 ノ佳 良

デ ナ イ虚 、 誤 ツ タ虜 置 テ施 サ レ タ時 等 本 邦 二於

テ時 々之 テ見 ル。 時 ニ 八道 當 ナ塵 置 二依 り治 癒

スル事 モ アル。 叉 屡 々肋 膜 炎 ト殆 ン ド同様 二乗

ル事 モ アル。

1β)時二 八以 上 ノ如 キ モ ノが 一 側 ノ ミニ 來 ル事

モ ァ リ,又 肺 ノ」 部 二限 局 シテ來 ル事 モ アル。

又 雨肺 二散 在 スル ガ、 小 サ ナ陰 影 が数 少 ナ ク諸

所 二見 出 サ レル。

(β)ノ・(A)(α)ノ 軽 症 ノモ ノデ アル ガ、欧 米 ノ學

者 ノ血 行 撒 布 ノ治 癒 シタモ ノ ト シテ報 告 シタ モ

ノハ多 ク斯 ノ如 キモ ノ ノ瘡 痕7シ イ
。

(A)ノ(α)一18歳 看護婦生徒

昭和11年3月 入學 ノ時 ・・皮 内反応6粍 、赤沈速度15

粍 、.v線像 モ正 常デ アツタ、 同年10月4日 一・・爾 「ツ

ベル ク リン」反噸5粍 デアツタガ
、翌年3月6日 ニノ・、

「ツベル ク リン」反庶28×30粍 赤沈速度13粍 右 側肺

門多少大 デアッタ。3月20日 、赤沈速度80粍Vi線 像

ハ肋膜炎 ヲ示 シ、一部 ヲ見 レ〆バ氣 管播種 ノ像 廿アル。

氣管播種一面 二肺野 ヲ掩 フテ居 ル。昭和12年4月14

日、赤沈速度64粍 、 皮 内反慮35粍 トナ リ、6月12

日二八途 二死亡 シタ。

(A)ノ(β)第1例 一19歳 看護婦生徒

1930年4月 入學、1931年4月 「ツベル 〃 リソ」反慮5

×6粍 、9月13日 「ツ ベル ク リン」反慮20×20粍 、8

月24日 咳漱、熱 感 ア リ左側第___.肋間 二腱音 ア リ、左

側到 ル所 二散在 セル小浸潤 がアル。右 側ニ ハ之 がナ 〃

正常 二見 ラvル 。

第2例 一19歳 看護 婦生徒

1933年3 .月入學、 當時 ヨ リ1933年9月 迄 「ツベル ク

リン」反 応陰性、L:線 像正常ナ リシモ10月 熱感 ア リ、

34年1月 「ツベル ク リン」反応38×38粍 、赤沈速度84

粍、X線 像 二肺野諸所 二散在性 二少数 ノ極 メテ小 ナル

病竈 アリ。

(B)初 感染竈 ヨ リ肺尖部 二氣管枝 性 二 播種 ヲ生 ジテ

之 ヨリ下行性 二据 がルモ ノ、 嚴密 二云 ヘバA,β 二属

スル モ ノデ アルが最 モ屡 々遭遇 シ、叉之vヨ リ肺癌 ヲ

登 生スル事 が時 々アル カラ特 二此 ノ項 目 ヲツクル。全

例 ヲ以 テ示ス事rス ル。

第1例 一15一 一16女 畢生

1937年5月12日 及 ビ10月11日 ノ検査 二 於 テ・・「ソ

ベル ク リソ」皮 内反応夫 々4×4粍 及2×2粍 、 赤沈

速 度 モ夫 々10粍 及 ビ20粍 デア ツタガ、1938年4月

中旬 カラ食慾不振、全 身倦 怠 アツタ。尚登校 ヲ績 ケテ

居 タ所 が5月15日 ノ身艦検査 二盟 温38度:、軽度 ノ咳

漱 ア リ、1938年5月19日 」 「ツベル ク リン」皮 内反鷹

34x20粍 、赤沈速 度146粍 、初感染 ト診断 セ ラvテ

入院 シタ。左 側第 二肋間外側 二近 〃小指頭大 ノ浸潤 が

アル。之 二i封スル肺門 ノ淋 巴腺多少腫大 シテ居 ル。此

ノ時既 二喀 疾培養 が陽性 デアツタ。6月23日 赤沈速

度50粍 、浸 潤 ・・振大 シ周園 二艶 々 ト播種 ノ像 ヲ示 シ

テ居 ル。喀疾培養矢張 陽性 デ アル。8月29日 「ツベル

ク リン」皮内反磨41×36粍 、赤沈i速度50粍 、i浸潤 ハ

爾長 クナ リ、伺肺門 ノ虜 ヨ リ肺尖 二向 ッテ浸潤 が伸 ビ

ツ ・アル 状態 ニナ ツテ居 ル。9月29日 赤沈速度80

粍、浸潤 ・・肺尖 二至 ッテ居 り、赤沈速度 モ墳加 ジテ居

ル。 間モナ ク左側 二滲出性肋膜炎 が起 ツタ。之 が吸牧

後浸潤 ・・尚振 力●リ右側肺野 ノ下部 ニ モ 数 多 ノ小浸潤

が現ノ・レテ居 り左側 ハ 肺野 ノ中部及 ビ下部 ニ モ 散

在 シテ 小浸潤 ガアル。1939年6月15日 赤沈速度38

粍 、喀疾培養陽性 デアル。此 ノ例 二於 テハ肺野内 ノ初

感染竈 ヨ リ氣管 二澹 ヒ肺門 ヲ輕 テ 上行 シ肺尖 二至 リ、

夏 二下方 二振 がル状態 が如實 二示サvテ 居ル。此 ノ如

キ例 二吾等 ・・屡 々遭遇 シタ。

第2例 一16-21歳

昭和9年4月 中旬登熟、左側滲 出性肋膜炎 ト診断 セ ラ

ル。7月3日 第 二肋 間 二母指頭大 ノ陰 影 ア リ之 二野

スル淋 巴腺腫大 ス。赤沈速度31粍 、 「ツベル ク リン」

皮 内反慮10×15粍 、同年10月2日 、 肺尖 二移 行.ス。

赤 沈速度28粍 、「ジベル ク リソ」皮 内反慮35×26粍.

昭 和11年2月7日 播種現 ノ・ル。赤沈速度21粍 、 「ツ

ベル ク リン」皮 内反応35×28粍 。11月5日 下行性 二播

種 ス。赤沈速度35粍 、 「ツベル ク リノ」皮内反応20x

10粍 、結 核菌 少数。
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第3例 一23-26歳 署師

昭 和11年4,6,8月 及 ビ9月 行 ツ タ 「ツベ ル ク リン」皮

内 反応 ノ・皆0×o,同 年10月20日 ニ ノ・微 熱 ア リ咳 漱 、

熔 疲 ヲ訴 へ、 「ツ ベル ク リン」皮 内 反 慮、0×0赤 沈 速

度7粍 、 同 年11月14日 一 ノ・盟 温38度 、 赤沈 速 度50

粍 、 「ク ベル ク リ ソ」皮 内反 応43×43粍 、v:線 像殆 ソ

ド正 常 。 昭 和12年1月28日 左 側 肋 膜 炎、試 験 穿 刺 陽

性 、 其 ノ後4同 二:亙 り3600cc排 除 ス。 同 年5月13

日讐 極性 ノ陰 影 ア リ、 赤 沈 速 度30粍 。8月 ニ ノ・赤 沈

速 度22粍 、 陰 影肺 尖 二 現 ノ・レタ。 昭 和13年4月2

日、 赤 沈 速 度60粍 「ツ ベ ル ク リン」皮 内 反 応53×53

粍 。 陰影 ノ・左 側 肺 野 上 半部 二散 在 ス ル 様 ニ ナ ッ タ。

.♪

垢 擁

7/V田,!37

赤 沈 速 度50

胸 部v線 像 左側下部 二肋 膜炎 ノ陰 影 ア

リ、鎖骨下 ノ浸潤尚多少増大 シ中央 ・・軟化 ス。

,
.

げ既

＼
＼

ノ

c

141XI,ノ36

一髄 温

赤 沈 速 度

「ツベル ク リン」反騰1

!胸 部v線 像

38。

50

43×43

左 肺 門淋 巴 腺 多 少 腫 脹 ヌ 。

21X,137

赤 沈 速 度26

「ツ ベ ノ1/クリソ」反.磨40×40

胸 部v線 像 肋 膜 滲 出 物 ・・吸 敗 走ル モ左

側 鎖 骨 下 ノ陰影 ・・披 大 シ肺 尖 二及 プ。

オ

亀'

、a

211V,ノ38

2811,137

赤 沈 速 度45

胸 部v線 像 左鎖骨下 二乗實大 ノ浸潤現

ノ・ル。郎 チ蔓 極性初感染竈 ナ リ。

/
'

あ
轟

赤 沈 速 度

ノ胸 部v線 像

潤 中央軟化 ヌ。

211V,!37

30

鎖骨下 ノ浸潤 帥チ初感染浸

赤 沈 速 度
「ツベル ク リン」反庶

喀 疲 中 結 核 菌

胸 部v:線 像

テ左肺 中野 二及 ブ。

60

53×53

陽性

肺尖部 ノ陰影 ノ・漸 次下 行 シ

共 二左 側 上 葉 ニ アル 初 感 染 竈 ヨ リ 漸 次 上 昇 シ テ同 側

肺 尖 二至 リ、更 二下 降 ス ル有 様 ヲ示 ス コrが 出 來 ル 。

小 ナ ル密 集 セル陰 影 自 身 モ血 行 撒 布 ノ 如 キ 繊 細 ノモ

ノデ ナ ク粗 大 デ 可成 リ炎衝 性 デ アル。此 ノ時 肺 下 野 二

初 感 染 病 竃 ア ル モ ノモ ア ル が 最 モ 屡 々此 ノ経 過 ヲ ト

ル モ ノ・・夫 レが 肺 上 野 ニ ア ル 初 感 染 竈 カラ デ アル 。

「テ ンポ」ノ早 イモ ノ ・・上 行 シ、更 二下行 シテ数 ケ月 ニ

テ 既 二肺 癌 トナ ル。斯 ノ如 キモ/ノ ・今 日迄 初 メ病 竈 ヨ

リ血 行 ニ ヨ リテ肺 尖 二軸 移 ヲ生 ジ、拉 二病 機 が始 マル

r解 繹 セ ラ レタ カ●、 現 在 氣 管 内 二結 核菌 が常 ニ ア リ、

呼 吸叉 ノ・咳 漱 等 ニ ヨ リ肺 ノ此 塵 彼 庭 二 運 搬 セ ラ レル

カラ氣 管 性 二振 ヵ'ッタ ト考 へ 夕 方 が妥 當 ナ 解 繹 デ ア

ラ ウ。
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若 シ氣管内 二常 二細菌 がアvバ 之 が他 側 二人 リ他側

ノ肺尖叉 ノ・其 ノ他 ノ部分 二轄移 ヲ 生 ジテモ 不思議 ・・

ナ イ。初感染患者 二於 テ第1例 二見ル如 〃結核菌 が氣

管内 二俳祖 シテ肋膜 炎後 ニ モ 同 ジク諦 明 セラ レタモ

ノデアル。是等 ハ途 二肺癌 二進 移行 シタ。

次 二初 メ結核菌 が詮 明 主ラ レ・タが 肋膜炎螢 生 ト共 二

清 失 シ初感染竈 モ吸 収セ ラレタ例 ヲ墾 ゲヤ ウr.

第1例20-21歳

1937年2月14日 微 熱 ア リ赤沈速度13粍 、 試験 穿刺

陰性、 同年3月20日 入墨 試験 ノ爲 メ東京 二行 キ、27

日鯖 宅 シタル ニ、全身倦怠 ア リ、赤沈速度30粍 、 左

側胸痛 ア リ。1937年4月13日 、赤沈速 度100粍 、燈

温37.2度 、皮 内反応22×24粍 、喀疾:培養 陽性 。4月

20日 、赤沈速 度65粍 、穿刺900颯 、喀疾 培養 陰性。

5月1日 、赤沈速 度80粍 、滲 出液排除240鯉 、 穿刺

500鯉 、11月1日 、 赤沈速度16粍 、皮 内反応45×39

粍、喀疾培養 陰性。

次 ノ例 ・・結 核菌 が培養 デ 澤 山謹明 セ ラvタ モ ノが肋

膜 炎 二至 リ非常 二少 ナクナ ツタモ ノデアル。

第2例 一 小畢生12歳

1938年6月 上旬 ヨリ悪寒及 ビ左側胸痛 ア リ、登 熟38

-9度 数 日持績 シタ ノデ7月19日 外來 ヲ訪 レ'タ。 左

側副氣管淋 巴腺大 二腫脹 シテ居 タ が赤沈速 度10粍 、

「ツベル ク リン」反応32×26粍 、喀疾培養 無数、 膣温

37.5-37.2度 、漸次 ニ シテ下熱 シ、一般 症状モ大 二軽

快 シタ。然 シ喀疾:培養 ・・無数 ノ聚落 ヲ示 シ、前途憂慮

ス ベ キ状態 デア ツタガ9刀24日 、突然登熟39度 二及

ビ胸膜炎 ヲ併螢 シタ。赤沈速 度64粍 、「ツベル 〃 リソ」

皮 内反応30×27粍 、喀疾 培養2本1聚1落 、12月 中旬.

下熱 ジ、赤沈速度モ8粍 トナ リ淋巴腺 モ大 二縮少 シ、

喀疾 培養 モ反復之 ヲ行 ツタが陰性 力叉 ハ 陽性 ニチモ

唯 数個 ノ聚落 ヲ得ル ニ過 ギズ、39年3月 、 皮 内反応

40×35粍 、赤沈 速度8粍 トナ リ、正常 二復 シタ。

此 ノ例 ニ ヨリテモ既述 ノ肋膜炎 ノ・時 々初感染 ノ経 過

良 好 二影響 スル モ ノナル事 が剣ル。叉肋膜炎 ・・血 行 ニ

ヨ リテ生 ズル ㍗云 フ欧米人 ノ説 ノ誤 デアル事 ・・肋 膜

炎患者 ノ血液 中二菌 ヲ謹明 スル:事が 出來ナ イ事 ニ ヨ

リテモ其 ノ不當 ナ事 が明 カデ、肋膜 炎 ノ登 生 ノ恐 ラク

ノ・病竃 が眞接肋膜 二達 シタ爲 二起 リ、之 が却 テ病竃 ヨ

リ結核菌 ノ血行 二人 ル ヲ防 グ傾 向 アル:事が判ル。初感

染後経過良好 ノモ ノが感染後約2年 モ経 テ 忽然 トシ

テ肺炎 二限局 セル陰影 ヲ現 ノ・ス事 がアル。之 ノ・昔 カラ

血行性 二來 ルモ ノデ頗 ル 良性 ノモ ノ ト聡 セラ レテ居

タモ ノデアル。元 來斯 ノ如 キ時 ハ 患 者個盟 ノ抵抗カ

ノ多 イ時 二來ルモ ノデ、此 ノ時疾病 ノ経過 ハ既二頗ル

緩慢 ナ経過 ヲrツ テヰルー段階 二道 ギズ、「テ ンポ」ノ

逞 イ爲 メニ良 性 二見 エルモ ノデアル。髄力 が減 弱スv

バ悪化 シ得 ル ハ自明 ノ理 デアル。次 ノ例 ノ如 キハ此 ノ

類 デアル。

第1例 一22歳

1935年3月 當大學署學部附團署院看護 婦生徒rシ'テ

入事、 入墨 時皮 内反応6火6粍 、 赤沈速 度20粍 、X

線、像正常、7月26日 、皮 内反応20×21粍 、赤沈速 度

13粍 、X線 像殆 ソ ド正常、其 ノ後 赤沈速 度7-20粍 、

1938年 來肩凝 ア リ、X線 像 ヲ見ル ニ、 左 鎖骨上 二小

陰影 アラ・・v、 其 ノ後半年 間ニテ硬化 シテ來 タ。此 ノ

例 二於 テ・・喀疾培養 ハ行 ・・ナ カツタ。

第2例 一19歳 看護婦

1935年3月 入學、6月 皮内反応6×6粍 、 赤沈速度:

29粍 、12月13日 、皮 内反応47×48粍 、赤沈速度53

粍、右側 肺門淋 巴腺 僅 カ ニ腫 脹 シテ右肺下野 二小 ナ

ル浸潤 が アル。 之・・1936年5月 既 二吸牧 シテ仕舞 ッ

タ カ・1938年11月 、赤沈速度51粍 、喀疾 ノ結核菌培

養 陽性 トナル ト同時 二左肺尖 二小 ナ ル 浸潤 出現 ジ・

1939年1月 伺数回培…養陽性、共 ノ後或 ・・陰性rナ ッ

テ居ル。最近 コ ノ浸潤 ハ多少石灰化 シテ來 テ居 ル。

'

奪

＼

一
気

7

131X皿,135

赤 沈 速 度53
「ツベル ク リン」反応47×48

胸 部v線 像 右肺門淋 巴腺僅 カニ腫脹 シ

テ右肺下野 二極 メテ小 ナル浸潤 ア リ。

ラ,
・!

ダ

'

21X皿,,38

赤 沈 速 度
「ツベル ク リン」反応

喀 疾 中 結 核 菌

胸 部v線 像

28

40×34

培養 陽性

左肺尖 二小 ナル浸潤 現ハル
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。叉石 炭 化 シタ病 竃 カ ラ モ斯 ク ノ如 キ 轄 移 ヲ 生 ズル 事

ガ アノレ。

第1例 一 女畢生

1937年5月 女學校入學 後 ノ最 初 ノ膣格検査 デ赤沈速

度12粍 、「.ツベル ク リン」皮内反慮44×54粍 、:右側肺

中野側方 二小 ナル石灰化竈r肺 門 二大 ナ ル 石灰化竈

ア リ、後 者 ノ周囲 多少浸潤 シテ居 ル。今年7月 ニナル

ト赤沈速度 ノ・7粍 ダが右肺尖 二小浸潤 が出現 シテ居

ル。之 が1938年5月13日 ・Lノ・既 二吸牧、消b失シタ。

艇勢

171V,!37

度
磨

慮

像
堂

先

〃

結

.

」

髄
部
別

ツ

赤

「

補

胸

講

12

44×54

(一)

右 肺 二石 灰化 セル初感染群

i

14/V皿,37

赤 沈 速 度
「ツベル ク リン」反慮

補 盟 結 合 反 旛

胸 部v線 像

7

40x50

(一)

雨 肺 尖 二鮎 状 ノ陰 影 現 ・・ル

此 ノ例 二於 テノ、喀 疾 培 養 ハ施 行 サ レナ カ ツ タ が

恐 ラクノ・他 ノ諸 例 ヨ リ推 測 スル ト、 時 ニノ・培 養

陽 性 デ ア ツ タ ト考 ヘ テ モ差 支 ナ カ ラウ。

既 二屡 々述 べ タ如 ク衛 生状 態 不 良 ニ シテ個 膿 ノ

抵抗 力 弱 キ時 初 感 染 竈 ヨ リ直 チ ニ肺 癌 二移行 ス

ル モ ノデ アル ガ、 一 般 二個 艦 ノ抵 抗 強 キ時 ノ・肺

尖 ノ方 二進 ム モ ノデ アル。 先 ヅ弦 二病 竃 ヲ'ツク

ル事 ラ述 べ タ が是 二由 リテ之 ヲ・観 レバ コ ノ肺 尖

二近 キ病 竃 ノ登 とkスル コ トノ・即 チ ソ ノ個 艦 ノ比

較 的 抵 抗 力 ア リ経 過 モ可 良 ナル ベ キ テ示 シテヰ

ル 故 二、 是 等 ノ病 竃 ノ・又 治 癒 シ易 イ ノノ・自明 ノ

理 デ アル。 其 ノ治 癒 石灰 化 シ タ・しモ ノノ・自ロチ シ

モ ン氏 病 竃 ト シテ周 知 ノモ ノデ アル。 肺 尖 ノ石

灰 化 竈 ノ・斯 ノ如 キ モ ノ ノ治 癒 シタ モ ノデ ァル。

所 謂 シモ ン ノ病 竃 ナル モ ノが既 二述 べ タ例 ノ如

ク登 生 シ タモ ノナル事 ノ・次 二示 ス例 ニ ヨ リテ見

ル ト進 行 シテ治 癒 シタ痕 跡 が歴 然 トシテ ヰ ル。

第2例 一17-22歳

患 者・・昭和2年 春突然喀血 シテ入院 シタ。早期浸潤r

シテ氣胸療法 ヲ受 ケー・旦軽快 シテ退院 シ再就學 セル

モ昭和4年9月2日 突然再喀 血 シテ入院 シタ。右 二初

感染竈 ア リテ左肺門 ヨ リ肺尖 二上昇 シタル 事 が推知

セラル。赤沈速度32粍 。 「ツベル ク リン」皮 内反磨陽

性。 喀疾 中結核菌 陽性 デ アツ タ。 入院後9ケ 月ニテ

無菌 トナ リテ退院、昭和6年3月 ニハ初感染竈 モ左側

肺尖 ノ病 竃 モ完全 二 石灰化 シテ 今 日迄 全 ク健康 デア

ノレ'o

、轡'

磯 ・

"
、

密

2811X,ノ27

赤 沈 速 度32
「ツベル ク リン」反旛 陽性

喀 疾 中 結 核 菌 陽性

胸 部v線 像 右 肺上野 二浸潤 ア リ、 ソ ノ

他南側肺門 ヨリ肺尖 二連績 セル浸潤 ア リ。

搭

ノ

.,多

重

4
・・
毒

201皿,!31

赤 沈 速 度10
「ツベル ク リン」反癒15×15

胸 部v線 像 右肺上野 二石 灰化 竈 ア リ、

南側肺尖 二石 灰化竈 ア リ、 ソvヨ リ肺 門 二 連 績

セル石茨化 竈 ノ鎖:アリ。

是等 ノ例 二於 テ ノ・初 感 染 竈 が石 灰 化 シテ モ尚 一

部 治 癒 シ切 レヌ所 が ア ッ テ気 管 二結 核 菌 が 出 ル

タ ノ二期 ノ如 キ轄 移 テ生 ズル モ ノデ ア ラウ。

斯 ノ如 ク解繹 ス レバ肺 結核 畿 生 二關 スル所 謂 藷
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派 ノ考 ヘ モ新 派 ノ云 フ所 モ共 二眞 理 ノー 面 又 八

事 實 ノー 部 ラ云 フ テヰ ル事 が判 ル。 即 チ常 二叉

ハ 時 々 気 管 内 二 出 ル結 核 菌 ニ ヨ リ肺 尖 二朝 影 テ

生 ジ、 夫 レヨ リ下降 性 二病 竈 ヲ作 ル。 此 進 行 が

遅 イ時 ノ・肺 尖 ノ病 竃 ノ・既 ニ一部 ノ・石 灰 化 シテ居

ル。 之 ノ・病 理 解 剖 的 二定 型 的 ノ再 感 染 肺 癌 デ ア

ル。 初 感 染 浸 潤 ヨ リ浸 潤 性 二進 行 スル モ ノ八極

初 期 ヨ リ見 テ居 ル ノデ ナ ケ レバ所 謂 早期 浸 潤 ト

医 別 が 出来 ナ イ。 叉 此 ノ気 管 播 種 デー 旦 治 癒 シ

テ搬 痕 トナ ツ タ様 二見 工、 再 燃 シテ浸 潤 ヲ'生ズ

ル 時 ノ・所 謂 早期 浸 潤 又 ノ・再 燃 浸 潤 トー 致 スル 。

之 ハ新 派 ノ設 トー致 ス ル如 ク見 エルn

然 うバ何 故 二好 ンデ結 核 ノ・肺 尖 二 占檬 スル カ ト

云 フ ニ今 ヨ リ3,40年 前 之 二關 スル説 文 ノ・實 験

が山 ノ様 二出 タ、 一 時 忘 レ ラ レ テ居 タ ガ、 是 等

ノモ ノテ復 活 スル事 が 出来 ル。 例 ヘ バ 油煤 ヲ'吸

入 セ シ メル時 偶 庭 ヘ デ モ一 様 二行 キ渡 ル が放 置

ス レバ最 モ遅 ク迄 肺 尖 二残 ル。 我 教 室 二於 テ嘗

テ斯 ノ如 キ實 験 テ シ タ コ トガ アル が弦 二示 ス如

ク肺 尖 ト他 ノ部 ノ顕 著 ナ差 ガ アル。 此 ノ動 物 實

験 ノ標 本 テ弦 二示 談 スル0

實 験 標 本 供 覧

以 上 ノ・主 ト シテ氣管 播 種 二就 イテ述 べ タが之 レ

ニ反 シ血 行 撒 布 ノ・割 合 ニ ヨ ク吸収 サ レ、 時 二・一

部 、 特 二後 二肺 尖 二瘡 痕 又 ハ搬 痕 二色 裡 セ ラ レ

タ室 洞 ヲ・残 ス ノテ 見 ル ガ、 余 八 十 激 年 間 注 意

シテ観 察 テ行 ツ タ ガ、 西 洋 ノ學 者 ノ云 フ如 ク,

之 ヨ リ下 降 性 二浸 潤 性 ノ肺 癌 ノ形 成 サ レル ノテ

見 タ コ トガ ナ イ。之 二反 シi此 ノ檬 ナ患 者 ノ・歴 々

腎 臓 結 核 、骨 結 核、肺 外 結 核 等 テ起 ス肋 膜 炎後 二

乗 ル肺 結 核 ノ・西 洋 人 ノ云 フ如 ク血 行 撒 布 ヨ リ生

セズ、 余 等 ノ見 タル モ ノノ・皆 初 感 染 竈 又 ノ・其 ノ

気 管 性 二來 多軸 移 ヨ リ生 ジ タ像 テ呈 シテ居 タ。

第1例 一13-14歳

1933年12月 末 頃 ヨ リ感 冒 二罹 リ、安 静 ニ シテ居 タ ガ、

1934年1月 、 活 動 見 物 二 行 キ シタ メ 高 熱 ヲ登 シ、 肺

炎 ノ診 断 ノ下 二入 院 シ來 ル 。 赤 沈 速 度57粍 、 皮 内反.

鷹 、20×20,喀 演 ナ ク尿 正 常 。X線 像 ヲ見 ル ト、左 ノ

肺 門 淋 巴腺 ハ著 ン ク腫 大 ジ、肺 野 一 面 二 粟粒 結 核 ノ如

キ観 ヲ呈 シテヰル。入院後下 熱 シ、 赤沈 速度20粍 ト

ナ リ、3月 末___.旦退院 シタル モ、 同年11月 再 ビ蛋熱

シテ再入 院。X線 像 ハ以前r殆 ソ ド同様 ナノレモ、尿 二

白血球 多 ク、蛋 白中等 度、結核菌 ヲ詮明 シ、漸次衰弱

ジテ死 亡 シタ。赤沈速 度58粍 、 皮内反応51×35粍.

布 野中野 二多少肺炎標 ニナツテ居 ル が大 盤初 メノ 様

デアノレ0

又 斯 ノ如 キ血 行 撒 布 ノ・非 常 ニ ヨ ク、 時 ニ ノ・知 ラ

ヌ間 二、 吸 牧 スル事 ガ アル。併 シ肺 ノ結 核 性 憂

化 吸 牧 シテ殆 ン ドソ ノ攣 化 テ認 メ メ様 ニ ナ ツテ

カ ラ腎 臓 等 二肺 外 結 核 テ起 ス事 ガ アル。 次 二實

例 テ示 ス。

第2例 畢生16-18歳

1934年7月 、感 冒二罹 リ、登熟、食慾不振 ア リ、1935

年、1月22日 入院。赤沈速 度100粍 、皮内反応20×

15粍 、喀疾 ナ シ、X線 像 ヲ見 ル ニ、 肺野一面粟粒襟

陰 影 二覆 ハvテ 居ル。南側人 工氣胸施行 二 目 リ陰影

漸 次吸 牧 ジ、1年 後 二・・殆 ソ ド痕跡 ヲ認 メザル様 二吸

牧 ジタ が、 赤沈速度尚50粍 、皮 内反慮27×26粍 、尿.

二白血球、赤血球 塘加 シ、 叉結核菌 モ詮 明 主ラ レ、両

側腎臓結 核 ニテ2年 後途 二死亡 シタ。

第3例 農家 ノ息子18-19歳

1933年 ノ1月 カラ全身倦 怠、咳漱、 盗汗 ア リ、1933

年7月6日 入院。入院時、赤沈速 度93粍 、 皮内反慮

19×16粍 、喀庚 申結 核菌 陽性、X線 像 ヲ見ル ト肺野

一面 二葉 粒状 ノ陰影 二 覆 ノ・vテ ヰル。 入院1年 後肺

ノ陰影 ・・殆 ソ ド吸収 シタ ザ、 爾肺尖 臼 硬化性陰影 ヲ

残 シテヰル。1934年7月 、 赤沈速 度10粍 、皮内反慮

23×17粍 、結核菌陰性 ニテ5年 後!今 日二至ル モ攣

化 ナク下行性 ノ肺結核 ヲ起 シテ來 タ。

斯 ノ如 キ血行撒布 ノ・一旦吸牧 シタ後 二 過劇 ノ労働 ト

カ不掘 生ニ ヨ リテ再 ビ 撒布 スル 事 ガアルガ、 定型的

浸潤性 ノ肺結核 ニナ ツタ モ ノヲ見 タ事 ハナイ。

以 上 ニ ヨ リ初 感染 ノ大 膿 テ述 建 タ ガ實 地 家 ニ ト

ツテ ノ・殊 二階 疾 培 養 亭 ヨ リ其 ノ良 性 、 悪 性 自ロチ

將 來 肺 癌 二逡 展 スル可 能 性 ノ多 イモ ノ ト然 うザ

ル モ ノ トテ匠 別 シ、 適 當 二腿 置 シ肺 癌 二至 ラヌ

檬 二豫 防 スル事 ガ ー 程 度 迄 ノ・出来 ル ト思 ハv

ル 。 余 等 ノ・若 シ初 感 染 患 者 ニ テ2、3ケ 月 連 続培

養 陽 性 ニ ナ レ〆人 工 気 胸 術 ヲ施 行 スル。 之 二依

り大 抵 肺 癌 二遂 展 スル事 ラ阻 止 シ得 タ。


